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   対馬市告示第２号 

    平成19年第１回対馬市議会臨時会を次のとおり招集する 

       平成19年１月24日 

                                 市長 松村 良幸 

   １ 期 日  平成19年１月31日 

   ２ 場 所  対馬市議会議場 

────────────────────────────── 

   ○開会日に応招した議員 

小西 明範君          永留 邦次君 

小宮 教義君          阿比留光雄君 

三山 幸男君          小宮 政利君 

初村 久藏君          吉見 優子君 

糸瀬 一彦君          桐谷  徹君 

宮原 五男君          大浦 孝司君 

小川 廣康君          大部 初幸君 

兵頭  榮君          作元 義文君 

黒岩 美俊君          島居 邦嗣君 

武本 哲勇君          中原 康博君 

桐谷 正義君          扇 作エ門君 

畑島 孝吉君          波田 政和君 

────────────────────────────── 

   ○１月31日に応招しなかった議員 

上野洋次郎君                 

────────────────────────────── 
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────────────────────────────────────── 

平成19年 第１回 対 馬 市 議 会 臨 時 会 会 議 録（第１日） 

                           平成19年１月31日（水曜日） 

────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

                       平成19年１月31日 午後１時01分開会 

    日程第１ 会議録署名議員の指名 

    日程第２ 会期の決定 

    日程第３ 副議長の選挙について 

    日程第４ 承認第１号 専決処分の承認を求めることについて（和解の申立てにつ

いて（桟原団地）） 

    日程第５ 承認第２号 専決処分の承認を求めることについて（長崎県後期高齢者

医療広域連合の設立について） 

    日程第６ 承認第３号 専決処分の承認を求めることについて（平成１８年度対馬

市一般会計補正予算（第４号）） 

    日程第７ 承認第４号 専決処分の承認を求めることについて（平成１８年度対馬

市老人保健特別会計補正予算（第２号）） 

    日程第８ 承認第５号 専決処分の承認を求めることについて（平成１８年度対馬

市介護保険特別会計補正予算（第２号）） 

    日程第９ 承認第６号 専決処分の承認を求めることについて（平成１８年度対馬

市特別養護老人ホーム特別会計補正予算（第２号）） 

    日程第10 承認第７号 専決処分の承認を求めることについて（平成１８年度対馬

市集落排水処理施設特別会計補正予算（第１号）） 

    日程第11 承認第８号 専決処分の承認を求めることについて（平成１８年度対馬

市旅客定期航路事業特別会計補正予算（第１号）） 

    日程第12 承認第９号 専決処分の承認を求めることについて（平成１８年度対馬

市風力発電事業特別会計補正予算（第１号）） 

    日程第13 承認第10号 専決処分の承認を求めることについて（対馬市立学校教育

施設条例の一部を改正する条例について） 

    日程第14 承認第11号 専決処分の承認を求めることについて（長崎県離島医療圏

組合規約の変更について） 

    日程第15 承認第12号 専決処分の承認を求めることについて（あらたに生じた土
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地の確認及び字の区域の変更について（小船越地区）） 

    日程第16 承認第13号 専決処分の承認を求めることについて（あらたに生じた土

地の確認及び字の区域の変更について（小船越地区）） 

    日程第17 承認第14号 専決処分の承認を求めることについて（あらたに生じた土

地の確認及び字の区域の変更について（小船越地区）） 

    日程第18 承認第15号 専決処分の承認を求めることについて（あらたに生じた土

地の確認及び字の区域の変更について（小船越地区）） 

    日程第19 承認第16号 専決処分の承認を求めることについて（あらたに生じた土

地の確認及び字の区域の変更について（小浦地区）） 

    日程第20 承認第17号 専決処分の承認を求めることについて（あらたに生じた土

地の確認及び字の区域の変更について（南室地区）） 

    日程第21 承認第18号 専決処分の承認を求めることについて（あらたに生じた土

地の確認及び字の区域の変更について（曲地区）） 

    日程第22 承認第19号 専決処分の承認を求めることについて（あらたに生じた土

地の確認及び字の区域の変更について（豆酘地区）） 

    日程第23 承認第20号 専決処分の承認を求めることについて（あらたに生じた土

地の確認及び字の区域の変更について（佐賀地区）） 

    日程第24 承認第21号 専決処分の承認を求めることについて（漁港区域内公有水

面の埋立てについて（千尋藻漁港）） 

    日程第25 承認第22号 専決処分の承認を求めることについて（漁港区域内公有水

面の埋立てについて（鰐ノ浦漁港）） 

    日程第26 承認第23号 専決処分の承認を求めることについて（財産取得契約の締

結について（対馬市移動通信用鉄塔施設電気通信設備備

品）） 

    日程第27 長崎県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙について 

    日程第28 議会運営委員の辞任について 

    日程第29 発議第１号 議員資格決定要求について 

    追加日程第１ 議会運営委員の選任について 

    追加日程第２ 議席の一部変更について 

    追加日程第３ 発議第２号 議員の資格決定要求の調査に関する決議（案）につい

て 

    追加日程第４ 仮議長の選任を議長に委任することについて 
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    追加日程第５ 議会運営委員の辞任について 

    追加日程第６ 議会運営委員の選任について 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

    日程第１ 会議録署名議員の指名 

    日程第２ 会期の決定 

    日程第３ 副議長の選挙について 

    日程第４ 承認第１号 専決処分の承認を求めることについて（和解の申立てにつ

いて（桟原団地）） 

    日程第５ 承認第２号 専決処分の承認を求めることについて（長崎県後期高齢者

医療広域連合の設立について） 

    日程第６ 承認第３号 専決処分の承認を求めることについて（平成１８年度対馬

市一般会計補正予算（第４号）） 

    日程第７ 承認第４号 専決処分の承認を求めることについて（平成１８年度対馬

市老人保健特別会計補正予算（第２号）） 

    日程第８ 承認第５号 専決処分の承認を求めることについて（平成１８年度対馬

市介護保険特別会計補正予算（第２号）） 

    日程第９ 承認第６号 専決処分の承認を求めることについて（平成１８年度対馬

市特別養護老人ホーム特別会計補正予算（第２号）） 

    日程第10 承認第７号 専決処分の承認を求めることについて（平成１８年度対馬

市集落排水処理施設特別会計補正予算（第１号）） 

    日程第11 承認第８号 専決処分の承認を求めることについて（平成１８年度対馬

市旅客定期航路事業特別会計補正予算（第１号）） 

    日程第12 承認第９号 専決処分の承認を求めることについて（平成１８年度対馬

市風力発電事業特別会計補正予算（第１号）） 

    日程第13 承認第10号 専決処分の承認を求めることについて（対馬市立学校教育

施設条例の一部を改正する条例について） 

    日程第14 承認第11号 専決処分の承認を求めることについて（長崎県離島医療圏

組合規約の変更について） 

    日程第15 承認第12号 専決処分の承認を求めることについて（あらたに生じた土

地の確認及び字の区域の変更について（小船越地区）） 

    日程第16 承認第13号 専決処分の承認を求めることについて（あらたに生じた土
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地の確認及び字の区域の変更について（小船越地区）） 

    日程第17 承認第14号 専決処分の承認を求めることについて（あらたに生じた土

地の確認及び字の区域の変更について（小船越地区）） 

    日程第18 承認第15号 専決処分の承認を求めることについて（あらたに生じた土

地の確認及び字の区域の変更について（小船越地区）） 

    日程第19 承認第16号 専決処分の承認を求めることについて（あらたに生じた土

地の確認及び字の区域の変更について（小浦地区）） 

    日程第20 承認第17号 専決処分の承認を求めることについて（あらたに生じた土

地の確認及び字の区域の変更について（南室地区）） 

    日程第21 承認第18号 専決処分の承認を求めることについて（あらたに生じた土

地の確認及び字の区域の変更について（曲地区）） 

    日程第22 承認第19号 専決処分の承認を求めることについて（あらたに生じた土

地の確認及び字の区域の変更について（豆酘地区）） 

    日程第23 承認第20号 専決処分の承認を求めることについて（あらたに生じた土

地の確認及び字の区域の変更について（佐賀地区）） 

    日程第24 承認第21号 専決処分の承認を求めることについて（漁港区域内公有水

面の埋立てについて（千尋藻漁港）） 

    日程第25 承認第22号 専決処分の承認を求めることについて（漁港区域内公有水

面の埋立てについて（鰐ノ浦漁港）） 

    日程第26 承認第23号 専決処分の承認を求めることについて（財産取得契約の締

結について（対馬市移動通信用鉄塔施設電気通信設備備

品）） 

    日程第27 長崎県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙について 

    日程第28 議会運営委員の辞任について 

    日程第29 発議第１号 議員資格決定要求について 

    追加日程第１ 議会運営委員の選任について 

    追加日程第２ 議席の一部変更について 

    追加日程第３ 発議第２号 議員の資格決定要求の調査に関する決議（案）につい

て 

    追加日程第４ 仮議長の選任を議長に委任することについて 

    追加日程第５ 議会運営委員の辞任について 

    追加日程第６ 議会運営委員の選任について 
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────────────────────────────── 

出席議員（24名） 

１番 小西 明範君       ２番 永留 邦次君 

３番 小宮 教義君       ４番 阿比留光雄君 

５番 三山 幸男君       ６番 小宮 政利君 

７番 初村 久藏君       ８番 吉見 優子君 

９番 糸瀬 一彦君       10番 桐谷  徹君 

11番 宮原 五男君       12番 大浦 孝司君 

13番 小川 廣康君       14番 大部 初幸君 

15番 兵頭  榮君       17番 作元 義文君 

18番 黒岩 美俊君       19番 島居 邦嗣君 

20番 武本 哲勇君       21番 中原 康博君 

22番 桐谷 正義君       24番 畑島 孝吉君 

25番 扇 作エ門君       26番 波田 政和君 

────────────────────────────── 

欠席議員（１名） 

16番 上野洋次郎君                 

────────────────────────────── 

欠  員（１名） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

局長      大浦 義光君  次長     永留 德光君 

参事兼課長補佐 豊田  充君  主任     阿比留美香君 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

市長 ………………………………………………………………………… 松村 良幸君 

助役 ………………………………………………………………………… 永尾一二三君 

総務部長 …………………………………………………………………… 中島  均君 

総務部次長（総務課長） ………………………………………………… 斉藤 勝行君 

政策部長 …………………………………………………………………… 松原 敬行君 

市民生活部長 ……………………………………………………………… 山田 幸男君 

福祉部長 …………………………………………………………………… 勝見 末利君 
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保健部長 …………………………………………………………………… 阿比留輝雄君 

農林水産部長 ……………………………………………………………… 神宮 忠彌君 

観光商工部長 ……………………………………………………………… 長  信義君 

建設部長 …………………………………………………………………… 清水 達明君 

水道局長 …………………………………………………………………… 斉藤 清榮君 

教育長 ……………………………………………………………………… 米田 幸人君 

教育次長 …………………………………………………………………… 日高 一夫君 

美津島支所長 ……………………………………………………………… 松村 善彦君 

豊玉支所長 ………………………………………………………………… 松井 雅美君 

峰支所長 …………………………………………………………………… 阿比留博幸君 

上県支所長 ………………………………………………………………… 山本 輝昭君 

上対馬支所長 ……………………………………………………………… 梅野 茂希君 

消防長 ……………………………………………………………………… 阿比留仁志君 

監査委員事務局長 ………………………………………………………… 阿比留博文君 

農業委員会事務局長 ……………………………………………………… 瀬崎万壽喜君 

────────────────────────────── 

午後１時01分開会 

○事務局長（大浦 義光君）  １０時に開会予定でしたけれども、１時まで開会することができま

せん。その間、いろいろ協議をしましたけれども、最終的には、先ほど議会運営委員会を開き、

議会運営委員会の委員長並びに副委員長から、議長に対して議会の開会を要請しましたけれども、

議長による議会を開会することができません。したがいまして、地方自治法第１０７条の規定に

よって、出席議員の中で年長の議員が臨時に議長の職務を行うことになっております。 

 年長議員中、黒岩美俊議員が年長議員でありますので、御紹介をいたします。 

 黒岩美俊議員よろしくお願いします。 

○臨時議長（黒岩 美俊君）  皆様、ただいま御紹介を受けました私黒岩美俊でございます。午前

中は議長も議長席には着いておりましたけれども、議会が始まる前にいろんな議長と議員のやり

とりから、午前中は議会が開けず、ほんとに残念に思います。どうか議員の皆様初め傍聴者の皆

様方には、改めまして深くおわびをいたします。 

 議長にかわりまして、私は地方自治法第１０７条の規定によりまして臨時議長を務めさせてい

ただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 皆様方に御報告いたします。平間利光前議長が平成１８年１２月１９日に御逝去されました。

対馬市合併後の初代議長及び改選後の議長として市議会発展のために貢献されました。心から哀
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悼の意を表し、御冥福をお祈りいたします。 

 報告いたします。１６番、上野洋次郎君より欠席の申し出があっております。 

 ただいまから、平成１９年第１回対馬市議会臨時会を開催いたします。 

 これより本日の会議を開きます。 

 さきに文書で通告いたしましたが、畑島前副議長から、平成１８年１０月５日付で提出されま

した副議長辞職願について、平成１８年１０月３１日付で許可をしておりますので、御報告いた

します。 

 日程に入る前に、市長よりごあいさつをお受けいたします。市長、松村良幸君。 

○市長（松村 良幸君）  開会に当たりまして一言ごあいさつを申し上げます。 

 議員諸兄には、お元気で輝かしい新年をお迎えになられましたことと、まずもってお喜びを申

し上げます。 

 去る１月１８日に、１３名の議員諸兄から、地方自治法第１０１条第１項の規定に基づき、

２件の付議すべき事件を提示されまして、臨時議会の招集請求がございましたので、本日、平成

１９年第１回の対馬市議会臨時会を招集するものであります。 

 臨時会の開会に当たり、地方自治法第１７９条３項の規定によりまして、専決処分２３件の御

承認を賜り、提案を申し上げるものであります。 

 本専決処分案件は、承認第１号、２号を除きまして、昨年１２月の定例会、臨時会に提案審議

していただく予定でありましたが、いずれも流会となったために、１２月２０日付で専決処分さ

せていただいたものであります。 

 大変な激動の時代の中で、対馬も対馬市誕生後のいろんな課題、案件、問題、そういったもの

に向かって非常に波高いわけでありますが、こういった３年間で２,０００人の人口減、それか

ら１次産業の低迷、きのうも入札が終わりましたが、いずれにいたしましても不況のどん底にあ

ります。私どもも議員諸兄の皆さんも心して、住民不在と言われないような選良としての誇りと

プライドを持って、これからの対馬市の再生に向けて、いろんな事情がありましょうが、頑張っ

ていただきたいと思いますし、私どももそのつもりでおります。どうぞよろしくお願いをいたし

ます。 

 また提案理由につきましては担当部長から説明をいたさせますので、よろしく御審議の上、御

承認を賜りますようお願いを申し上げまして、あいさつにかえさせていただきます。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○臨時議長（黒岩 美俊君）  それでは、日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 



- 9 - 

 会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定によって、扇作エ門君及び畑島孝吉君を指名いた

します。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．会期の決定 

○臨時議長（黒岩 美俊君）  日程第２、会期の決定についてを議題といたします。 

 お諮りします。本臨時会の会期は、お手元に配付いたしております会期日程のとおり、本日

１日限りにいたしたいと思います。これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○臨時議長（黒岩 美俊君）  異議なしと認めます。したがって、臨時議会は本日１日限りと決定

いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．副議長の選挙について 

○臨時議長（黒岩 美俊君）  日程第３、副議長の選挙を行います。 

 選挙は投票で行います。 

 議場の出入り口を閉めてください。 

〔議場閉鎖〕 

○臨時議長（黒岩 美俊君）  ただいまの出席議員は２３名であります。 

 投票用紙をお配りください。２３名です。 

〔投票用紙配付〕 

○臨時議長（黒岩 美俊君）  投票用紙の配付漏れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○臨時議長（黒岩 美俊君）  配付漏れなしと認めます。 

 投票箱を点検いたします。 

 職員は議員に向かって投票箱を見せ、異状のない旨、議長に報告してください。 

〔投票箱点検〕 

○臨時議長（黒岩 美俊君）  異状なしと認めます。 

 念のために申し上げます。投票は単記無記名です。投票用紙に被選挙人の氏名を記載し、事務

局長の点呼に応じて議長席に向かって右側から登壇し、順次投票した後、左側から降壇願います。 

〔事務局長点呼・議員投票〕 

……………………………………………………………………………… 

 １番  小西 明範議員      ２番  永留 邦次議員 

 ３番  小宮 教義議員      ４番  阿比留光雄議員 
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 ５番  三山 幸男議員      ６番  小宮 政利議員 

 ７番  初村 久藏議員      ８番  吉見 優子議員 

 ９番  糸瀬 一彦議員     １０番  桐谷  徹議員 

１１番  宮原 五男議員     １２番  大浦 孝司議員 

１３番  小川 廣康議員     １４番  大部 初幸議員 

１５番  兵頭  榮議員     １７番  作元 義文議員 

１９番  島居 邦嗣議員     ２０番  武本 哲勇議員 

２１番  中原 康博議員     ２２番  桐谷 正義議員 

２４番  扇 作エ門議員     ２５番  畑島 孝吉議員 

……………………………………………………………………………… 

○臨時議長（黒岩 美俊君）  投票漏れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○臨時議長（黒岩 美俊君）  投票漏れなしと認めます。投票を終了します。 

 議場の出入り口を開きます。 

〔議場開鎖〕 

○臨時議長（黒岩 美俊君）  開票を行います。会議規則第３１条第２項の規定によって、立会人

に小西明範君及び永留邦次君を指名します。両議員の立ち会いをお願いします。どうぞ。 

〔開票〕 

○臨時議長（黒岩 美俊君）  投票の結果を報告します。 

 投票総数２３票、これは先ほどの出席議員数に符合しております。そのうち有効投票２１票、

無効投票２票。有効投票中、扇作エ門君１７票、宮原五男君２票、上野洋次郎君１票、糸瀬一彦

君１票、以上のとおりです。 

 この選挙の法定得票数は６票です。よって、扇作エ門君が副議長に当選されました。（拍手） 

 ただいま副議長に当選されました扇作エ門君が議場におられますので、会議規則第３２条第

２項の規定によって当選の告知をいたします。扇作エ門君、登壇でごあいさつをお願いします。 

○議員（２４番 扇 作エ門君）  ただいま投票結果、不肖私が副議長に選任されましたが、混迷

する議会の副議長としての重責を痛感している次第でございます。円滑な議会運営のために全力

を傾注し、頑張る決意でございますので、どうぞよろしく御指導のほどお願いを申し上げまして、

私の就任のごあいさつといたします。（拍手） 

○臨時議長（黒岩 美俊君）  暫時休息します。ただいまの副議長選挙に伴う議席の一部変更につ

いては、本日追加日程の議題といたしたいと思いますので、御了承お願いします。 

 議長を交代いたします。副議長が決定しましたので、私は議長の席を退場させていただきます。
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どうも御協力ありがとうございました。（拍手） 

午後１時24分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時27分再開 

○副議長（扇 作エ門君）  再開いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．承認第１号 

○副議長（扇 作エ門君）  日程第４、承認第１号、専決処分の承認を求めることについて（和解

の申立てについて（桟原団地））を議題といたします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。建設部長。 

○建設部長（清水 達明君）  ただいま上程されました承認第１号、和解の申立てについてに係り

ます専決処分の承認を求めることについての提案理由を御説明いたします。 

 本案につきましては、市営住宅桟原団地内の１世帯でございますが、滞納家賃の分割納入等に

つきまして、今回滞納者との起訴前の和解の確約が整い、早急に簡易裁判所に和解の申し立てを

行う必要が生じましたため、平成１８年１０月１６日付をもちまして、地方自治法第１７９条第

１項の規定により専決処分をいたしましたので、同条第３項の規定により、議会の御報告し、御

承認をお願いするものでございます。 

 以上でございます。よろしく御審議の上、御決定賜りますようお願いいたします。 

○副議長（扇 作エ門君）  これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（扇 作エ門君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（扇 作エ門君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから、承認第１号、専決処分の承認を求めることについて（和解の申立てについて（桟原

団地））を採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（扇 作エ門君）  異議なしと認めます。したがって、承認第１号は原案のとおり承認さ

れました。 

────────────・────・──────────── 

日程第５．承認第２号 
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○副議長（扇 作エ門君）  日程第５、承認第２号、専決処分の承認を求めることについて（長崎

県後期高齢者医療広域連合の設立について）を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。保健部長、阿比留輝雄君。 

○保健部長（阿比留輝雄君）  ただいま上程されました承認第２号、専決処分の承認を求めること

について、提案理由及び概要を御説明申し上げます。 

 本案は、去る平成１８年１２月１１日に地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処分さ

せていただきましたので、同条第３項の規定により報告し、承認をお願いするものでございます。 

 皆さん既に御承知のとおり、日本社会は急激な高齢化の進展とともに、老人保健医療費が増大

し、各医療保険制度の財政を悪化させており、国民健康保険、政府管掌健康保険、組合管掌健康

保険のいずれにおいても財政状況が悪化し、赤字幅が拡大しているところであります。 

 よって、現役世代と高齢者世代間との負担を明確化し、公平でわかりやすい制度とするため、

平成２０年度から高齢者の医療制度の創設をするものでございます。 

 また、この制度は全国の都道府県単位ですべての市町村が加入するもので、現在の老人保健の

制度を広域連合として設立し、満７５歳以上の方々の医療を別紙のとおり規約を定め、長崎県後

期高齢者医療広域連合を設立するものでございます。 

 本事業の事務につきましては５項目からなり、被保険者の資格管理、医療給付、保険料の賦課、

保健事業、その他後期高齢者の医療制度の施行に関する事務等でございます。 

 次に、長崎県後期高齢者医療広域連合規約について概要を御説明いたします。 

 第１条から第５条までを広域連合の名称、組織、区域、処理する事務、広域計画の項目等、第

６条では事務所の所在地、第７条では広域連合の議会の組織を、第８条では議員の選挙の方法及

び定数を、１０ページをお願いします。第９条から第１２条まで、広域連合議員の任期等を、第

１３条から執行機関の選任方法、任期、選挙管理委員会、監査委員会等を、第１７条では経費の

支弁方法を、別表第２で負担割合等を定めております。第１８条で、附則として、必要な事項は

広域連合長が規則で定めることとなっております。 

 附則第１項で施行期日等と、第２項で経過措置を定めております。 

 以上、簡単ですが、提案理由の説明及び概要の説明とさせていただきます。よろしく御審議の

上、承認いただきますようお願い申し上げます。 

○副議長（扇 作エ門君）  これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（扇 作エ門君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○副議長（扇 作エ門君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから、承認第２号、専決処分の承認を求めることについて（長崎県後期高齢者医療広域連

合の設立について）を採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（扇 作エ門君）  異議なしと認めます。したがって、承認第２号は原案のとおり承認さ

れました。 

────────────・────・──────────── 

日程第６．承認第３号 

○副議長（扇 作エ門君）  日程第６、承認第３号、専決処分の承認を求めることについて（平成

１８年度対馬市一般会計補正予算（第４号））を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。総務部長、中島均君。 

○総務部長（中島  均君）  ただいま議題となりました承認第３号、平成１８年度対馬市一般会

計補正予算（第４号）を平成１８年１２月２０日付をもちまして、地方自治法第１７９条第１項

の規定により専決処分をいたしましたので、同条第３項の規定により報告し、御承認を求めるも

のであります。 

 今回の補正の主なものは、地方バス路線維持費補助金、生活保護世帯の増による生活保護費、

対馬クリーンセンターの燃料費等を増額し、事業費の決定により災害復旧費を減額いたしており

ます。また、職員の人件費を今回調整いたしております。 

 １ページをお願いいたします。平成１８年度対馬市一般会計補正予算（第４号）は、次に定め

るところによると規定し、第１条第１項歳入歳出予算の補正は、歳入歳出の総額に歳入歳出それ

ぞれ２億１,７００万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３４１億６,６００万

円とするものであります。 

 第２項歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、２ページから６ページにかけての「第１表 歳入歳出予算補正」によるものとするも

のであります。 

 第２条債務負担行為は、地方自治法第２１４条の規定により、債務を負担することができる事

項、期間及び限度額は８ページから９ページにかけての「第２表 債務負担行為」によるとする

ものであります。 

 内容につきましては、塵芥収集委託料、ごみ袋作成は１９年度当初からの実施のために、

１８年度中からの事務処理を進めるためのものであります。 

 次に、農林漁業金融公庫が対馬林業公社への造林資金、森林整備活性化資金の融資に対して損
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失を受けた場合、長崎県が損失補償をするときに、その損失の一部を保障するものであります。 

 第３条地方債の補正は、地方債の変更同じく８ページから９ページにかけての「第３表 地方

債補正」によることを定め、地方債の限度額を５２億１６０万円に変更いたしております。 

 次に、歳入歳出補正予算の内容について、主なものを御説明いたします。 

 まず、歳入でありますが、１４ページをお願いいたします。１０款地方交付税は普通交付税を

２億６,５９２万６,０００円増額いたしております。 

 １２款分担金及び負担金は、１項分担金の県営中山間地域総合整備時分担金１１３万５,０００円

の減額、２項負担金の保育所入所負担金８６万６,０００円の増額が主なものとなっております。 

 １６ページをお願いいたします。１３款使用料及び手数料、１項使用料は６目土木使用料の残

土処分場使用料１,２６０万円の増額が主なものであります。 

 １４款国庫支出金１項国庫負担金は、１億６３万８,０００円を増額いたしております。１目

民生費国庫負担金の３節児童福祉費負担金は、対象者の増による児童扶養手当負担金が１,２１２万

４,０００円の増額、４節生活保護費負担金も生活保護世帯の増により８,２７５万４,０００円

を増額いたしております。 

 ２項国庫補助金は、３,８９４万１,０００円を減額いたしております。主なものといたしまし

て、１目総務費国庫補助金のバイオマス等未活用エネルギー事業調査補助金９８５万８,０００円

を事業の不採択により減額し、１８ページをお願いいたします。６目土木費補助金の街路改築事

業補助金６６０万円、公営住宅管理事業補助金２,３１１万１,０００円をそれぞれ減額いたして

おります。 

 １５款県支出金、２０ページをお願いいたします。２項県補助金は、１億１,０６５万

８,０００円を減額いたしております。１目総務費県補助金は移動通信用鉄塔施設整備事業補助

金１,５７２万１,０００円の減額、４目農林水産業費県補助金は、漁港整備事業補助金等の水産

業費補助金１,６５１万４,０００円の減額が主なものでございます。 

 ９目災害復旧費県補助金は、災害査定の結果による農地農用地林業施設の災害復旧費補助金

８,０８０万８,０００円を減額いたしております。 

 ２２ページをお願いいたします。１６款財産収入は、土地建物貸し付け収入を６１万７,０００円

増額いたしております。 

 １７款寄附金は、九州郵船から市民球団への指定寄附金５０万円を増額いたしております。 

 １８款繰入金は、家畜導入事業資金供給事業基金繰入金など４３５万円を増額いたしておりま

す。 

 ２４ページをお願いいたします。２０款諸収入５項雑入４目の雑入は、生活保護費返還金

２５９万６,０００円、建物災害共済金４７０万２,０００円が主なものでございます。 
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 ２１款市債につきましては、２,９８０万円を減額いたしております。災害復旧事業費の減に

よります９目災害復旧債３,７７０万円の減が主なもので、そのほか事業費の増額、補助率の変

更等による起債額を変更いたしております。 

 続きまして、歳出について御説明いたします。 

 ２６ページをお願いいたします。１款議会費１項議会費は、職員の人件費分を増額いたしてお

ります。 

 ２款総務費１項総務管理費は、５,５４１万８,０００円を増額いたしております。１目一般管

理費は４,１９０万６,０００円を減額いたしておりますが、職員の人件費に係るものが主なもの

でございます。 

 ２８ページをお願いいたします。５目財産管理費は駐車場用地借り上げ料６０７万６,０００円

を減額いたしております。７目企画費は１３節委託料のバイオマス等未活用エネルギー事業調査

委託料７８７万５,０００円の減額、１８節備品購入費の移動通信用鉄塔施設備品購入費

１,０９７万９,０００円の減額。 

 ３０ページをお願いいたします。１９節負担金補助及び交付金の地方バス路線維持費補助金

１億２,１８６万３,０００円の増額が主なものでございます。１０目諸費は、国民保護計画策定

委託料５１０万円を減額いたしております。 

 ２項徴税費は、１,５３８万５,０００円を増額いたしておりますが、職員の人件費及び県費精

算返還金の増額が主なものでございます。 

 ３項の戸籍住民基本台帳費から３４ページの６項監査委員費までは、職員の人件費に係る補正

が主なものでございます。 

 ３款民生費１項社会福祉費は１,９５０万８,０００円を増額いたしております。１目社会福祉

総務費の主なものは、職員の人件費の増額と、３６ページをお願いいたします。２０節扶助費の

障害者福祉医療費３００万円、更生医療給付費６８２万８,０００円、自立支援給付費４１９万

６,０００円の増額と、身体障害者施設支援費等の額の確定による減額分を計上いたしておりま

す。 

 ３８ページをお願いいたします。５目老人福祉費は、２０節扶助費の高齢者生活支援費

１,３３５万円の減額、２８節繰出金の特別養護老人ホーム特別会計繰出金６１９万２,０００円

の増額が主なものでございます。 

 ２項児童福祉費は、３,４４３万２,０００円を増額いたしております。増額の主なものといた

しましては、４０ページをお願いいたします。３目児童措置費２０節扶助費の児童扶養手当

１,６１６万７,０００円、２３節償還金利子及び割引料の国費精算返還金５８２万８,０００円

などとなっております。 
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 ３項生活保護費は１億１,３３２万７,０００円を増額いたしております。生活保護世帯の増に

より、２目扶助費の生活保護費１億１,３８０万１,０００円増額いたしております。 

 ４２ページをお願いいたします。４款衛生費１項保健衛生費は職員人件費の減額、合併浄化槽

設置事業費補助金４２６万３,０００円の増額が主なものでございます。 

 ２項清掃費は７,４２０万６,０００円増額いたしております。主なものといたしましては、

４４ページをお願いいたします。２目塵芥処理費のクリーンセンターの稼働率を上げたことによ

ります燃料費５,７００万円、光熱水費１,１９９万１,０００円及び溶融飛灰資源化処理委託料

１,１６７万円の増額と塵芥収集委託料１,２６６万２,０００円の減額、３目し尿処理の燃料費

は５５５万８,０００円、医薬材料費９９９万１,０００円及び運転管理委託料４８３万

２,０００円の増額等が主なものでございます。 

 ６款農林水産業費１項農業費は、２,０２９万４,０００円を増額いたしております。 

 ４６ページをお願いいたします。５目農地費１９節負担金補助及び交付金の中山間総合整備事

業、これは田ノ浜地区でございます。負担金１,５１８万１,０００円の増額が主なものでござい

ます。 

 ４８ページをお願いいたします。２項林業費は、２５２万８,０００円を増額いたしておりま

す。２目林業振興費は、事業内容の変更による工事費、事務費の組み替えと、５０ページをお願

いいたします。１９節負担金補助及び交付金の有害鳥獣駆除事業補助金５３３万円の増額、品質

向上基盤施設導入事業補助金３２５万円の減額、対馬しいたけ需用拡大支援事業補助金が

２６２万５,０００円の減額などとなっております。 

 ３項水産業費は、１,７８６万１,０００円を減額いたしております。 

 １目水産業総務費の職員の人件費の減額と、５２ページをお願いいたします。２目水産業振興

費１９節負担金補助及び交付金の漁業等近代化対策事業補助金４９９万１,０００円の増額、

４目漁港建設費の補助事業費の決定及び事業内容の変更等により１,２７４万３,０００円の減額

等が主なものでございます。 

 ５４ページをお願いいたします。７款商工費１項商工費は６４８万４,０００円を増額いたし

ております。職員の人件費と事務費でございます。 

 ５６ページをお願いいたします。３目観光費の修繕料２０６万３,０００円の増額と、茂木浜

整備工事費２６５万２,０００円の減額が主なものでございます。 

 ８款土木費１項土木管理費は、残土処分場管理等委託料１８０万円、残土処分場の用地借上料

１９５万円を増額いたしております。 

 ２項道路橋りょう費は、２６２万７,０００円を増額いたしております。１目道路橋りょう総

務費は人件費の増額、５８ページをお願いいたします。２目道路維持費は、道路の維持補修工事
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費を１３０万円増額、３目道路新設改良費は、事業内容の変更による予算の組み替え及び国・県

道整備工事負担金を２１０万円減額いたしております。 

 ６０ページをお願いいたします。３項河川費は、維持補修工事費を１８３万円増額、急傾斜地

崩壊対策事業負担金を１５０万円減額いたしております。 

 ４項港湾費は、３９７万５,０００円を増額いたしております。１目港湾管理費は厳原港駐車

場整備工事費３９８万９,０００円の増額が主なもので、２目港湾建設費は事業内容を変更し、

予算の組み替えを行っております。 

 ６２ページをお願いいたします。５項都市計画費は、１,４０５万３,０００円を減額いたして

おります。２目街路事業費は、街路横町線改築工事の完成により、１,１６２万１,０００円を減

額いたしております。 

 ６４ページをお願いいたします。６項住宅費は、国の家賃算出基準の変更に伴い、管理プログ

ラムの改正委託料等２７１万６,０００円を増額いたしております。 

 ９款消防費は、７５７万２,０００円を増額いたしておりますが、職員の人件費の増額が主な

ものでございます。 

 ６６ページをお願いいたします。１０款教育費１項教育総務費は、２,４８１万円を減額いた

しておりますが、職員の人件費の減額が主なものでございます。 

 ６８ページをお願いいたします。２項小学校費は、６４１万９,０００円を増額いたしており

ます。１目学校管理費は、維持補修工事費２４８万９,０００円の増額、２目教育振興費は、内

山分校の廃校に伴い、スクールバスの購入費３００万円、スクールバス車庫建設工事費２６６万

５,０００円が主なものでございます。 

 ３項中学校費は、８０万１,０００円を増額いたしております。 

 ７０ページをお願いいたします。１目学校管理費は、人件費及び維持補修工事費１９９万

４,０００円の増額、２目教育振興費は、高度へき地修学旅行費補助金１８１万９,０００円の減

額等が主なものでございます。 

 ４項幼稚園費は、職員の人件費分を増額いたしております。 

 ５項社会教育費は、１,９４４万６,０００円を増額いたしております。職員の人件費に係る増

額が主なものでございます。 

 ７２ページをお願いいたします。６項保健体育費は、２８３万４,０００円を増額いたしてお

ります。２目体育施設費の施設修繕料１８９万３,０００円が主なものでございます。 

 ７４ページをお願いいたします。１１款災害復旧費１項農林水産施設災害復旧費は、１億

４,０９８万７,０００円を減額いたしております。災害査定の結果によりまして、事業費が減少

したことにより、工事費、事務費を減額いたしております。 



- 18 - 

 ７８ページから８１ページにかけましては、補正予算給与費明細書であります。 

 以上、簡単ではございますが、提案理由の説明を終わります。よろしく御審議の上、御承認く

ださいますようお願いいたします。 

○副議長（扇 作エ門君）  これから質疑を行います。質疑はありませんか。５番、三山幸男君。 

○議員（５番 三山 幸男君）  ４６ページ、農林関係についてお尋ねをいたします。 

 本来なら１２月の定例会が行われますとその場でお尋ねするつもりでしたけれども、美津島町

の島山地区にある担い手公社についてちょっとお尋ねをいたします。現在ではどうかわかりませ

んが、昨年の８月ぐらいから担い手公社内に汚泥の持ち込みを行って、そこで担い手公社内にあ

る堆肥工場──堆肥センターというんでしょうか、そこで新たな堆肥の試作が行われているとい

うようなお話を聞きました。 

 島山の人から、私も何回かお話を聞きましたが、島山の地元の人たちというのは、全員そろっ

て反対だそうです。地元の反対を押し切ってまでそこでされる理由がありましたら、まずお尋ね

をいたしたいと思います。 

○副議長（扇 作エ門君）  農林水産部長。 

○農林水産部長（神宮 忠彌君）  ただいまのお答えでございますが、美津島の島山の担い手公社

の堆肥製造施設で、今までの堆肥製造とは違った形の堆肥の製造が行われるという御質問の内容

だと思いますが、これはバーク堆肥に汚泥脱水処理車で脱水処理をいたしました脱水ケーキを利

用して、さらに品質のいい堆肥ができないかということで、ある業者の方から、担い手公社の施

設を利用して、その試験をさせていただけないかという申し込みがあっております。 

 したがいまして、期限を１２月いっぱいまでということで切りまして、その間、堆肥の製造の

試験をしていただいたということでございます。 

 したがいまして、今までのバークに、さらに先ほど申しましたように、汚泥脱水車によります

汚泥の脱水処理後のケーキを利用した堆肥の試験が行われたということでございます。 

 以上です。 

○副議長（扇 作エ門君）  三山幸男君。 

○議員（５番 三山 幸男君）  そしたら、部長のお話では、昨年の１２月末までということで、

現在はもう行われてはいないんですか。今後といいますか、今後ともそれはもう行わないという

ようなことを明言できますか。 

○副議長（扇 作エ門君）  農林部長。 

○農林水産部長（神宮 忠彌君）  今後につきましては、担い手公社の理事会、それから土地の所

有者で島山地区の農地の所有者であります地元の方々と調整をいたしまして、その結果、話がま

とまりますれば今後そういった堆肥の製造を行うという可能性もありますが、あくまでもそれは
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協議が整った上のことだと思っております。 

○副議長（扇 作エ門君）  三山幸男君。 

○議員（５番 三山 幸男君）  私は、地元がやっぱり納得してからの事業が好ましいと思うんで

す。地元が反対をしている中で、例えば基本的には契約期間中は地元の同意は要らないとかなん

かいうことはあると思いますけれども、事業を長年進めていく上、あるいは事業を円滑に進める

ためには地元の同意が最低限必要だと思いますので、その辺は地元の方と十二分に話し合って、

やはり新たな試みで、今までのバーク工場に──堆肥に比べるとまたさらにいろんな工夫をして、

堆肥をつくるということは大変私も望んでいるところですけれども、やはりあくまでも地元の同

意が──地元が賛成をした上で事業を進めてほしい、そのように思っております。 

○副議長（扇 作エ門君）  市長。 

○市長（松村 良幸君）  物の考え方、とらえ方、あるいはいろんな事実に基づかないことでの話

が、それをもとにいろんな論議をされるととてつもないところになるんですね。 

 これは御指摘のように、し尿処理場にもかかわってくるわけですが、以前、オープンをいたし

ましてすぐ、持ち込み台数の制限ということがあって、３０数億かけたものが全く何だという議

会でも論議がこのとおりでございますが、そのときに、処理ができなかったものですから、以前

島山の農地に、あそこ農地造成したところがございますので、あそこにストックヤード並みに、

そのまま生の肥やしをどんどんぶち込んでおりました。これは三山議員もよく御承知。こういっ

たことが残っておりまして、なお、今再生処理ということで、厳美清華苑の方ではそういう措置

があるんですが、全く機能しておりませんでした。肥料も余りいい肥料ができてなくて、皆さん

もらいに来てくださいってもらってこられないような状況、そこに担当が１人２人おりました。 

 こういったこと、結局バーク堆肥ということで、先ほど言いました脱水ケーキの状況にして、

においもなにもしない形での、これは全国でも有名な島田博士という、農業というのは微生物の

世界ですからバクテリアを持ったここの農業展開を新しくしようということで、振興公社がやっ

ていたわけ──今までの目的の中で、この堆肥工場が機能していない状況がありました。 

 余りいい堆肥じゃないということなんですが、実はここに島田博士のなるものが、有名な方な

んですが、全国、中国もぜひ中国に来てくれというぐらいで、２カ月ぐらい前でしたか、福岡で

３,０００人ぐらいの集会がございましたが、そこにも中国政府も来てれば日本の農政関係の人

たくさんおられたわけですが、そういう著名な島田菌という非常に価値のある菌なんですが、結

局、堆肥の特許的なものでの堆肥ができるわけです。それによってメロンとかいろんな反収どう

なるのですか、いろんな計画がされているんですが、そういったものを担い手公社の堆肥工場、

そこでつくれないかということで、先ほど部長が話しましたような試験操業をしてたということ

で、また以前のようなにおいがするような肥やしを持ってくるんじゃないかということでのいろ
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んな誤解の中からのものがあっているようでございます。 

 それから、加えて、担い手公社の再編ということで、各旧６町の中で何町かありましたですね。

担い手公社を再編しようというのが、担い手公社はもうなくなるんだというような、こういうま

たあれが飛びまして、そういった中で何だかんだが結局情報の共有がないだけにいろんなことが

起こっておりました。あそこ、島山をやっぱり農地造成の目的に従って、あそこに反収、ほんと

に１００万になるのか８０万になるのかよくわかりませんが、今までの形じゃない、新しい農業

をあそこに展開しようということでの試みの１つでもあります。その堆肥を使っていたことで。

これは今御承知のように、最初のうちにそういったトラブルが起こっておりますが、これも先ほ

ど農林部長が言いましたように、いろんな雇用の場もここで３０人ぐらいは何とかできるように

なりゃせんかと思います、皆合わせますと。いろんな形。 

 そういったことで、そういう前提のもとに今堆肥の試験操業ということで、これがうまくいき

ますとここにいろんなまた農業が展開されるということでございますので、御理解を賜りたいと

思います。 

 また詳しいことは、こればっかり話をしていたら時間がたちますので、また個別に幾らでも話

はさせていただきます。 

 以上です。 

○副議長（扇 作エ門君）  ほかにございませんか。１１番、宮原五男君。 

○議員（１１番 宮原 五男君）  ２３ページです。寄附金の項目に指定寄附金ってあります。こ

の指定寄附金っていうものの詳細ですね。この５０万入っておりますが、これはどういう寄附金

かっていうことで、ちょっとお尋ねしたいと思います。 

 それと、歳出の５７ページ、土木管理費の中に１３節委託料があります。残土処分場管理等委

託料、この残土処分場というのはどこかということをお答え願いたいんですが。詳しくお願いし

ます。 

○副議長（扇 作エ門君）  政策部長。 

○政策部長（松原 敬行君）  ２３ページの指定寄附金について御説明をいたします。 

 これにつきましては、３１ページの１９節に負担金補助及び交付金というのがあります。そこ

に市民球団実行委員会補助金というのが５０万あります。つまり、これは市民球団の実行委員会

あてに九州郵船株式会社から５０万円の指定寄附があっている。その使途についてはまさかりド

リームスの実行委員会に活動費として寄附をしたという内容でございます。 

○副議長（扇 作エ門君）  建設部長。 

○建設部長（清水 達明君）  ５７ページの残土処分場の管理委託料でございますが、舟志の残土

処分場でございます。舟志。この件につきましては歳入の方で１７ページで残土処分場使用料と
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いうことで１,２６０万の増額をいたしております。大体今年度の公共事業の搬入量が大体見込

めたということで、８,０００立米ほど──済みません、１万立米ほどの（「幾ら」と呼ぶ者あ

り）ちょっと済みません。１万２,０００立米ほどの搬入量が見込まれておりますので、こうい

う歳入で計上しております。こういうことで、歳出の方では重機の借り上げ料等の委託料という

ことで計上いたしております。 

○副議長（扇 作エ門君）  宮原五男君。 

○議員（１１番 宮原 五男君）  まず、歳入の寄附金でございますが、この寄附金は指定寄附金

と寄附金の違うというものを私ようわからないんですが、その指定寄附金になれば何か意味があ

るか、そこのところをひとつお願いしたいんですが。ちょっと待って。 

 次が、この用地借り上げ料、この歳出の分ですが、この収支は、これの所有者はどちらさんで

すか。だれになって、この借り上げ料も一緒に、これは一緒の、これは別々の金額になるんです

か、借り上げ料とその処分料というのは。委託料は。そこのところをもう少し詳しく説明してい

ただきたいんですが。 

○副議長（扇 作エ門君）  政策部長。 

○政策部長（松原 敬行君）  寄附金の内容につきまして御説明いたします。 

 寄附金には一般寄附金、そして指定寄附金、それから負担金寄附金と、こう３つの種類がござ

います。 

 通常でありますと、その寄附をしてもどの費用に使ってもいいよというのが一般寄附金でござ

いまして、使途が限定をされてないのを一般寄附金と言っております。 

 私どもの今回の予算に上がっておりますのは指定寄附金ということでございまして、このもの

に使ってほしいという、使途を指定をしたといいましょうか、限定をしての寄附だということで

ございます。 

 それからもう一つ、負担金つき寄附金というのがありますけれども、これは一定の条件が付さ

れた寄附金でございまして、その条件が整わないときにはそのことがないようになるということ

の寄附金でございまして、今度の場合は指定寄附金ということで、使途が限定をされている。こ

こに使ってほしいということの条件つきの寄附金でございます。 

○副議長（扇 作エ門君）  建設部長。 

○建設部長（清水 達明君）  使用料につきましても同じでございます。搬入料がふえたことによ

って使用料がふえるというようなことでございます。（「所有者」と呼ぶ者あり） 

○副議長（扇 作エ門君）  建設部長。 

○建設部長（清水 達明君）  所有者については、はっきりした答えはちょっと調べておりません。

（発言する者あり）間違いがあったらいけませんので、支所長の方から答えていただいた方がい
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いかと思います。（発言する者あり）支所長の方から。 

○副議長（扇 作エ門君）  上対馬支所長。 

○上対馬支所長（梅野 茂希君）  舟志の島居さんです。（「島居だれかね」と呼ぶ者あり）島居

千鶴子さんです。（「わかりました」と呼ぶ者あり） 

○副議長（扇 作エ門君）  ほかにありませんか。１５番、兵頭榮君。 

○議員（１５番 兵頭  榮君）  １つだけお尋ねしたいと思いますが、今回バイオマスの未使用

エネルギー事業、これが不採択になったというようなことで、やはり建築廃材、それから間伐材

を利用したところのこの事業に対しては非常に期待を持っておったわけでございますが、そうい

った中で不採択になったということでございますが、今後の見通しについて、将来まだ交渉の段

階が、余地があるのかどうか、そういったことをちょっとお知らせ願いたいと思います。 

○副議長（扇 作エ門君）  政策部長。 

○政策部長（松原 敬行君）  お答えをいたします。 

 ことしは議員も御承知のように３つの新エネルギーの調査業務に着手をしております。１つに

は、新エネルギービジョン策定事業というものでございます。これについてはもう採択済みでご

ざいます。それからもう一つ、バイオマスタウン構想事業という事業も実はもう着手をして、も

うやがて報告書が出てこうかというような状況でございます。 

 そういう中で、この新エネルギーの取り組みにつきましては、まず第１段階として、調査業務

に入るというのが１つのステップでございます。最終的には、できれば対馬に合った事業の採算

性がとれれば何かそういった施設整備までつなげていきたいという気持ちを持っておるわけです

けれども、いずれにしてもその調査業務を早く済ませたいという気持ちから、実は今年度欲張っ

た形で３つの調査業務を実は申請をしておりました。その中で、先ほど言いますように、ＮＥＤ

Ｏの新エネルギービジョンとバイオマス、九州農政局のバイオマスタウン構想については採択を

受けたんですけども、この九州経済産業局のこのエネルギーだけが、ちょっともう少し研究不足

ということで不採択になりました。 

 で、次年度からどうなるかということでございますが、３月の議会には議員の皆様にもこのエ

ネルギービジョンとバイオマスタウン構想の報告書をお配りしたいというふうに思っております。

で、それを踏まえて１９年度は少しビジョンを特化した形、どのエネルギーを進めていくかとい

うことの事業を進めていきたいというふうに思っております。これも１００％ＮＥＤＯの補助金

で進めていきたいというふうに思っておりますので、ことしはどっちかと言いますと総合ビジョ

ン的なものとバイオマスタウン構想、で、来年につきましては、木質バイオマスというものに特

化して調査業務に入りたいというふうに考えております。 

○副議長（扇 作エ門君）  市長。 
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○市長（松村 良幸君）  今、松原部長の方から話しましたように、これ兵頭議員さん御承知のと

おり、こういった化石燃料云々という時代ですね、実は去年から取り組んでいたんですが、先ほ

ど松原の話したとおりですが、大体対馬の電力は５万３,０００キロあればいいということなん

ですけども、御承知のように、九電の場合は送電すればするだけ赤字だということはもう皆さん

よく御承知のとおりと思います。 

 そういった中で、９０％近い木材ですから、何とかバイオマスでということで、し尿なんかは

これはメタンガス等が、あるいは木材、あるいは廃材、そういったもので何とかということでの

対馬の大体電力が、ある程度賄えるんじゃないかということで、実は長崎大学の坂井先生、この

人を中心にいろんな、先ほどの松原部長の話のように、ＮＥＤＯからの１００％とか、農水省の、

そういった全額補助金で実は構想をつくっているわけですが、これを具体化していくということ

になると、九電、あるいは関西電力、あるいはまたいろんなところの、市が直接ハードをつくる

わけにはいきませんので、そういったとことの提携をしていくということになっていくと思いま

すが、これもう今既に九電の本部の方との話が岩佐補佐官の方でやらせております。できれば、

今もう既に長崎、来月行くのかな、（「４月」と呼ぶ者あり）４月に、その坂井先生の方で船舶

エンジンなんかが、既にもうそれが使われておりますので、できれば今イカ釣りなんかでも非常

に燃料高ですから、船舶エンジンに供用できればということで、そうするとエンジンを少し変え

たり、違う形になると思いますね。だからヤマハとか、あるいはヤンマー、そういったとことの

これからまたハード面についてはつないでいかないかんことになるわけですが、そういった研究、

夢のある研究、協力をお願いしておりますので、これはぜひ何とか皆さんも一緒に機会があれば

また見ていただきたいと思います。 

 そういうことで進めておりますので、とりあえず船舶エンジンの分は、もう既に実用になって

おります。試験的にはそういったことで動いております、液状にいたしましてですね、そういっ

たことでありますので、何とかこのバイオで、あるいは太陽光、あるいは風力、そういったバイ

オ、自然のエネルギーを何とか対馬でならないかということで、おもしろい夢の事業になりそう

な気もいたします。しかし、今そういった形で、ＮＥＤＯ、あるいは農水、そういったところの

１００％補助金で立ち上げておりますので、また来年も続けていきます。そういったことで、ぜ

ひ注目していただければと思っております。 

 以上です。 

○副議長（扇 作エ門君）  兵頭榮君。 

○議員（１５番 兵頭  榮君）  今後、やっぱりしっかりやっていただきまして、そしてまた変

化があれば、またそれなりに議会の方にひとつ速やかに報告をお願いしていただきたいと思いま

す。 
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 以上で質問を終わります。 

○副議長（扇 作エ門君）  ほかにありませんか。糸瀬一彦君。 

○議員（９番 糸瀬 一彦君）  バイオマスは今説明がありましたので、私も質問したかったんで

すけど、それは済みました。２１ページの農地農用施設の災害復旧の８,０８０万８,０００円、

この減額ということですから、採択率がどれぐらいものかが１点。 

 それから６１ページ、厳原港の駐車場の整備について、部長の方にお尋ねしたいと思います。

３９８万９,０００円がどのような計画なのか、この点についてお尋ねしたいと思います。 

 これは、私１回一般質問した後に駐車場の方に行ってみましたけど、相も変わらない状態でし

た。そして土木の管理の方に御足労願って、現場で立ち会って、そのときにも少し管理をもう少

し厳しくしてほしいと言っておりましたら、その後、小西議員と２人で行ってみましたら、３台

か４台は撤去してありました。それから放置自動車、５、６台ありましたので、その場限りじゃ

なくて、やはりお互いに約束をしたことですから、真摯に受けとめて、その後の処置もしてほし

いし、今回の計画もお尋ねしたいと思います。 

○副議長（扇 作エ門君）  建設部長。 

○建設部長（清水 達明君）  厳原港の駐車場のお尋ねでございますが、工事請負費３９８万

９,０００円につきましては、現在ターミナルビルから一番遠く離れた第３駐車場の手前の野積

み場一区画、民間が使用されておった部分があいたものですから、地方局と協議の上、駐車場に

してよろしいということで、今回大体４４台駐車が可能となるような駐車場を舗装しようという

ことで予算を上げております。 

 それから、放置自動車に関する件でございますが、決してその場限りではございません。現在、

一番多いときはその１５台ぐらいの不法駐車がありましたが、いろんな対策をしながら、それか

ら所有者を探すというような作業をしながら、大体７台ぐらい現在、先月も２台ぐらいのけたと

思います。所有者が判明したものについては自主撤去ということで、１５台中７台ぐらいはのけ

ております。あと８台につきましては、３台が所有者がわかっているということで、自主撤去を

お願いしていくと。あと５台につきましては所有者が不明というようなことで、現在地方局の方

で廃棄物認定等の手続をとっていただいて強制撤去ということの準備を進めていただいておりま

す。年度明け、４月ぐらいにはその手続が済んで撤去ができるのではなかろうかというふうに思

っておりますので、御了解を賜りたいというふうに思います。 

○副議長（扇 作エ門君）  農林部長。 

○農林水産部長（神宮 忠彌君）  農業関係の災害につきましては、農地関係が８２.７％、それ

から農業施設につきましてが７５％程度の認定率でございます。 

 林道につきましては、ちょっと私正確な数値を今持ち合わせておりませんが、８５％程度の認
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定を受けていると思います。 

○副議長（扇 作エ門君）  糸瀬一彦君。 

○議員（９番 糸瀬 一彦君）  あちらこちら災害が起きて、早急に対応してほしいなと思ってお

りましても、支所にも多分陳情が上がっておると思います。で、私たちの方には余り詳しくおり

てないものですから、いつ対応できるかな、何の災害かなとか、河川とか農業とかいろいろあり

ますじゃないですか。で、私たちはっきりわかりかねるところもあるものですからお尋ねしてい

るわけですけど、できるだけ採択に向けて頑張っていただきたいと。そしてやむを得ない場合に

は、市の方で独自ででも生活道路とか、そういうところはやってほしいような要望を私聞いてお

りますので、この点をお願いしておきたいと思います。 

○副議長（扇 作エ門君）  市長。 

○市長（松村 良幸君）  災害復旧につきましては、ちょっと発注がおくれる気配がございまして、

どうしても一般競争入札ですから、その点が２カ月、３カ月とおくれる場合があります。これが

皆さんに大変御迷惑をかけましたけど、これはまたよろしくお願いしたいと思います。 

 それから、港湾のは、この前、先ほど言われてましたように、あれがもう精いっぱいの状況で

すね。地方局もよく一緒になってやっているんですが、ただもう物理的にあそこは駐車スペース

がないものですから、今度の港湾計画の中で、計画変更まだ出してないかな。実はこれ重要港湾

でございますので急がせているのでございますが、国内、国際非常にもう混雑をいたします、

ターミナルもですね。これ上対馬もそうなんですが、今度の新しい港湾の中での予算のメニュー

の中で、今までは陸上の施設ができませんでした、補助事業等でのですね。これが少しいろんな

形を変えたり、いろんな計画をつくったりということの中で、そっちもどうもターミナルビルに

も補助事業できそうでございますので、今それを九州地方整備局の長崎港湾空港事務所にも上対

馬の方も今後計画変更するように今お願いをいたしておりますので、これもそうしますとスペー

スもずっと違ってきますから、そこまでしとかないかんだろうと思っています、将来のためには

ですね。 

 そういうことで、またこのこともそういった時期が来ましたら皆さんに御相談もかけられると

思いますので、そういうことも含み置きいただいて、物理的にはもうあれが精いっぱいかなと思

いますが、まだ四、五台そういったふうに不明な部分があります。あと看板つくったりいろんな

ことをやっておりますので、よろしく御理解賜りたいと思います。 

○副議長（扇 作エ門君）  ２１番、中原康博君。 

○議員（２１番 中原 康博君）  専決処分で進んでおりますので余り質問をしにくいですが、総

務部長の説明によりますと、私の聞き間違いかわかりませんが、６３ページの街路横町線改築工

事の金額が工事請負費が部長の説明のと違っていたんじゃないかなと思います。再度確認願いま
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す。 

 それと４５ページの、し尿処理の運転管理の委託料、これは厳美清華苑だと思うわけでござい

ますが、昨年も６月と９月、合計５,０００万円ほどの汚泥の運搬費が出ておりました。何かと

お金のかかる厳美清華苑であって、市長も大変頭が痛いんじゃないかなと思っておりますが、そ

の責任の所在は明らかにされずに、また再度こういった運転管理の委託料が出ております。もう

少し機械メーカー等にそういった責任所在はされなかったものか、ちょっとこういった内訳を教

えてもらいたいなと思います。 

○副議長（扇 作エ門君）  総務部長。 

○総務部長（中島  均君）  先ほど中原議員さんの質問ですが、６２ページの工事請負費の金額

が違うんじゃないかという質問でございましょうか。一応私の方は、中で目の金額と具体的には

工事請負関係で持っていっている関係で、一応説明いたしました６２ページの街路事業の分の

１,１６２万１,０００円につきましては、目の補正額でございます。工事請負費につきましては

１,０９７万２,０００円というのが正解でございます。よろしくお願いします。 

○副議長（扇 作エ門君）  市民生活部長。 

○市民生活部長（山田 幸男君）  厳美清華苑の委託料でございますが、これ厳美清華苑の運転に

つきましては、運搬費等いろいろ皆様に御迷惑をかけたことをまずもっておわびをいたします。

多額の費用がかかったということで、いろいろ検討をいたしました結果、厳美清華苑の今までい

ました臨時職員が２名おりました。その２名分を今回予算でお願いいたしておりますのが委託を

しようということにしまして、今までより以上の安定した運転に努めていこうということで今回

補正に計上させていただいております。これによりまして、現時点どうにか１２月のし尿の多い

時期を乗り越えることができましたことを御報告させて説明にかえさせていただきます。 

○副議長（扇 作エ門君）  中原康博君。 

○議員（２１番 中原 康博君）  そういうことでならば、様子を見ておくしかありませんけれど

も、ちょっと推移を見守りたいと思いますが、職員の適材適所の配置の話もいろいろ聞いており

ますので、ひとつその点もよろしくお願いをしたいと思います。 

 終わります。 

○副議長（扇 作エ門君）  １１番、宮原五男君。 

○議員（１１番 宮原 五男君）  残土処分場でございますが、上対馬支所長、この契約書、使用

料賃貸借を結んであるでしょ、それの契約書を委託料の分と提出をお願いしたいんですが、よろ

しいですか。 

○副議長（扇 作エ門君）  建設部長。 

○建設部長（清水 達明君）  現在持ってきておりません、後日でよろしゅうございますか。 
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○議員（１１番 宮原 五男君）  はい、後日でよろしいです。 

○副議長（扇 作エ門君）  市長。 

○市長（松村 良幸君）  中原議員さんの責任が云々ということでございますが、すべて責任があ

るわけですが、これは南部一部事務清掃組合という当時のところの問題があります。これは既に

随時監査を監査委員さんがしてありますので、議会への報告もあると思いますが、今まで議会が

開かれれば報告できたと思いますが、いずれにしましても４,０００数百万円という運搬費がか

かったということは、もう御承知のとおりです。厳原の町はもうふんと尿で水びたしになるとこ

だったんですから、船をチャーターして向こうに持っていったということですが、後で詳しい話

は報告があると思います。３月になるか、議会、１２月までということで私は約束をしておりま

した。これはやっぱり積算ミスであるのか、コンサルミスであるのか、こういったことが出てこ

ようと思いますから、この点について、それがある程度確定しますと、場合によっては市として

の訴訟を起こす場合があるかもわかりません、そういったことで慎重に対処いたしております。 

 以上です。 

○副議長（扇 作エ門君）  ほかありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（扇 作エ門君）  これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（扇 作エ門君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから承認第３号、専決処分の承認を求めることについて（平成１８年度対馬市一般会計補

正予算（第４号））を採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（扇 作エ門君）  異議なしと認めます。したがって、承認第３号は原案のとおり承認さ

れました。 

 暫時休憩いたします。４０分から始めます。 

午後２時32分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時43分再開 

○副議長（扇 作エ門君）  再開いたします。 

 本日の会議時間は、議事進行の都合により、あらかじめ延長します。 

────────────・────・──────────── 
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日程第７．承認第４号 

日程第８．承認第５号 

日程第９．承認第６号 

日程第１０．承認第７号 

日程第１１．承認第８号 

日程第１２．承認第９号 

○副議長（扇 作エ門君）  日程第７、承認第４号、専決処分の承認を求めることについて（平成

１８年度対馬市老人保健特別会計補正予算（第２号））から、日程第１２、承認第９号、専決処

分の承認を求めることについて（平成１８年度対馬市風力発電事業特別会計補正予算（第

１号））までの６件を一括して議題とします。 

 各案について、提案理由の説明を求めます。保健部長、阿比留輝雄君。 

○保健部長（阿比留輝雄君）  ただいま議題となりました承認第４号及び承認第５号の２件を続け

て提案理由及びその概要を御説明申し上げます。 

 各案件につきましては、去る平成１８年１２月２０日付で地方自治法第１７９条第１項の規定

により、専決処分させていただきましたので、同条第３項の規定により報告し、承認をお願いす

るものでございます。 

 承認第４号、平成１８年度対馬市老人保健特別会計補正予算（第２号）について御説明申し上

げます。 

 本案は、交通事故による第三者納付金及び人事異動による職員給与等の予算の組み替えに伴う

ものでございます。 

 歳入歳出予算の補正第１条で、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７９万円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４３億１５２万１,０００円と定めるものでございます。 

 第２項で、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は「第１表 歳入歳出予算補正」によるものでございます。 

 歳入について御説明いたします。 

 ８ページをお願いします。６款諸収入３項１目第三者納付金は７９万円で、交通事故に伴う第

三者納付分でございます。 

 続きまして、歳出について御説明いたします。 

 １０ページをお願いします。１款総務費１項１目一般管理費７９万円は人事異動に伴う予算の

組み替えでございます。 

 以上、簡単ですが、承認第４号の概要説明とさせていただきます。 

 続きまして、承認第５号、平成１８年度対馬市介護保険特別会計補正予算（第２号）について
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御説明申し上げます。 

 本案は、主に保険給付費の組み替えに伴う補正でございます。 

 歳入歳出予算の補正で、第１条で、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５５万８,０００円

を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２９億７,２５５万９,０００円と定めるもの

でございます。 

 第２項で、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は「第１表 歳入歳出予算補正」によるものでございます。 

 歳入について御説明いたします。 

 ８ページをお願いします。９款諸収入３項１目雑入で５５万８,０００円の減でございます。 

 続きまして、歳出について御説明いたします。 

 １０ページをお願いします。１款総務費は１項１目一般管理費５５万８,０００円の減で、給

与等の調整及び介護認定審査会システム保守委託料、コピー使用料等の減でございます。 

 ３項１目介護認定審査会費は、項内の調整でございます。 

 １２ページをお開きください。２款の保険給付費は２項１目の介護予防サービス等諸費で

１,２８５万３,０００円を減額し、４項１目高額介護サービス費に１,２８１万６,０００円の増

でございます。この増減は制度改正に伴う新規事業であり、想定対象人員の把握が困難であった

ため、対象人員に誤差が生じたのが原因と考えております。 

 ６款の諸支出金は１項２目償還金で調整交付金返還金３万７,０００円でございます。 

 以上、承認第４号及び承認第５号の２件の提案理由及び概要の説明とさせていただきます。よ

ろしく御審議の上、承認いただきますようお願い申し上げます。 

○副議長（扇 作エ門君）  福祉部長、勝見末利君。 

○福祉部長（勝見 末利君）  ただいま議題となりました承認第６号、専決第１５号、平成１８年

度対馬市特別養護老人ホーム特別会計補正予算（第２号）を去る１２月２０日付をもちまして、

地方自治法第１７９条第１項の規定により、専決処分をしたので、同条第３項の規定によりこれ

を報告し、御承認を求めるものであります。 

 今回の補正予算は、介護保険法の改正等により、介護給付費収入及び自己負担金収入の減と特

養浅茅の丘及び日吉の里の管理費の過不足分を調整いたしております。 

 第１条の歳入歳出予算補正は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３０２万２,０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億８,５７０万４,０００円と定めています。 

 第２項に、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は「第１表 歳入歳出予算補正」によります。 

 歳入予算でありますが、８ページから９ページにかけて、３款繰入金１項他会計繰入金１目一
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般会計繰入金の補正額で６１９万２,０００円計上しています。介護給付費収入等の減により一

般会計から繰り入れるものであります。 

 ４款繰越金１項繰越金１目繰越金の補正額で３９７万３,０００円計上しています。これで前

年度繰越金の全額を計上したことになります。 

 ５款諸収入１項の介護給付費収入１目の特養浅茅の丘サービス費収入の補正額で１９４万

２,０００円減額計上しております。１節の短期入所生活介護収入２５４万１,０００円の減額と

２節の施設介護サービス費収入９２万７,０００円の増額、４節の補足給付収入３２万８,０００円

の減額であります。いずれも法改正による要介護認定区分の変更によるものであります。 

 ２目の特養日吉の里サービス費収入補正額で４００万円減額計上しております。２節の施設介

護サービス費収入４００万円の減額であります。看護師の退職により１カ月間、看護師１名体制

でのサービス費収入となったことと要介護認定区分の変更によるものであります。 

 ２項の自己負担金収入１目の特養浅茅の丘自己負担金収入の補正額で２０万１,０００円減額

計上しております。２節の施設介護サービス費収入５５万３,０００円の減額、３節食事サービ

ス費収入１８万２,０００円の増額、４節の居住費収入１７万円の増額であります。いずれも要

介護認定区分の変更によるものであります。 

 次の１０ページから１１ページにかけて、２目の特養日吉の里自己負担金収入の補正額で

１００万円減額計上であります。３節の食事サービス費収入１００万円の減であります。短期入

所者の減と要介護認定区分の変更によるものであります。 

 歳出でありますが、１２ページから１３ページにかけて、１款民生費１項社会福祉費１目の特

養浅茅の丘管理費の補正額で５３万９,０００円減額計上いたしております。２節の給料から

４節共済費までは、正職員の退職による人件費を減額し、その補充として介護嘱託員の雇用と不

足見込み分といたしまして１節報酬２４５万４,０００円と４節共済費のうち嘱託職員社会保険

料３６万８,０００円と７節の賃金及び１１節の需用費については不足見込み分を増額いたして

おります。 

 ２目の特養日吉の里管理費の補正額で３５６万１,０００円増額計上いたしております。１節

の報酬１００万円減額しています。看護師嘱託員の退職のよるものであります。２節の給料から

４節の共済費までは人事異動による正職員の看護師を補充したことによる増額と７節の賃金及び

１８節の備品購入については不足見込み分を増額いたしております。 

 １６ページから１７ページにかけて補正予算給与費明細書を掲げております。 

 以上が専決処分いたしました平成１８年度対馬市特別養護老人ホーム特別会計補正予算（第

２号）の提案理由及びその概要であります。何とぞよろしく御審議のほどお願い申し上げます。 

○副議長（扇 作エ門君）  水道局長、斉藤清榮君。 
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○水道局長（斉藤 清榮君）  ただいま議案となりました承認第７号、専決第１６号、平成１８年

度対馬市集落排水処理施設特別会計補正予算（第１号）を去る平成１８年１２月２０日付で地方

自治法第１７９条第１項の規定により、専決処分をいたしましたので、同条第３項の規定により

報告し、御承認を求めるものであります。 

 今回の専決補正は、施設管理費、公債費償還金の追加補正が主なもので、次のとおり定めるも

のであります。 

 第１条で、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５６万２,０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額をそれぞれ１,５１３万９,０００円とするものであります。 

 第２項で、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は「第１表 歳入歳出予算補正」によるものでございます。 

 歳入について説明いたします。 

 ８ページをお開き願います。４款１項繰越金、前年度繰越金のうち５６万２,０００円を計上

いたしております。 

 歳出について説明いたします。 

 １０ページをお願いいたします。１款下水道事業費１項下水道管理費２目施設管理費でブロア

ポンプの修繕料４３万１,０００円の追加と２款１項公債費２目利子で不足が見込まれる償還金

利子１３万１,０００円を追加計上いたしております。 

 以上が専決処分をいたしました承認第７号の概要でございます。よろしく御審議の上、御承認

くださいますようお願い申し上げます。 

○副議長（扇 作エ門君）  政策部長、松原敬行君。 

○政策部長（松原 敬行君）  承認第８号及び承認第９号の２件について、提案理由の御説明をい

たします。 

 まず、承認第８号、専決第１７号、平成１８年度対馬市旅客定期航路事業特別会計補正予算

（第１号）を平成１８年１２月２０日付をもって地方自治法第１７９条第１項の規定により、専

決処分いたしましたので、同条第３項の規定により報告し、承認を求めるものであります。 

 第１条、歳入歳出予算の補正、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１０１万３,０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３,０１３万５,０００円とするものでござい

ます。 

 第２項歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は「第１表 歳入歳出予算補正」によります。 

 歳入について御説明いたします。 

 ８ページをお開き願います。６款１項１目繰越金で前年度繰越金２５万４,０００円を追加す
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るものであります。 

 次に、７款１項１目雑入７５万９,０００円の補正は、日本小型船総合保険組合解散に伴う清

算金であります。 

 続いて、歳出でございますが、１０ページをお開き願います。 

 １款１項１目一般管理費２２万７,０００円の補正は、職員及び船員の人件費の追加でござい

ます。 

 次に、２款１項１目施設管理費７８万６,０００円の補正は、需用費で重油値上げによる燃料

費追加と使用料及び賃借料では傭船料不用による減額を行うものであります。 

 続きまして、承認第９号、専決第１８号、平成１８年度対馬市風力発電事業特別会計補正予算

（第１号）を平成１８年１２月２０日付をもって、地方自治法第１７９条第１項の規定により、

専決処分いたしましたので、同条第３項の規定により報告し、承認を求めるものであります。 

 第１条、歳入歳出予算の補正、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４６０万５,０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３,８００万７,０００円とするものでありま

す。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は「第１表 歳入歳出予算補正」によります。 

歳入について御説明いたします。 

 ８ページをお開き願います。２款１項１目繰越金で前年度の繰越金４６０万５,０００円を追

加するものであります。 

 続いて、歳出でございますが、１０ページをお開き願います。１款１項１目一般管理費６６万

６,０００円の補正は、嘱託職員の人件費及び風車変電設備の修繕料追加によるものでございま

す。 

 次に、３款１項１目基金費３９３万９,０００円の追加は、財政調整基金へ積み立てるもので

あります。 

 以上が、専決処分をいたしました承認第８号及び承認第９号の提案内容の概要であります。何

とぞよろしく御承認のほどお願い申し上げます。 

○副議長（扇 作エ門君）  これから質疑を行います。質疑はありませんか。５番、三山幸男君。 

○議員（５番 三山 幸男君）  承認第４号、承認第６号に絡んでおりますので、市長にお尋ねを

いたしたいと思います。 

 ことしに入りましてといいますか、日にちは定かではないんですが、浅茅の丘に入居されてい

る７１歳になる女性の方が転んで倒れたそうです。で、転んで倒れて本人が痛がったので、中対

馬病院に連れて行ったと。で、時間は午後７時前後ということで、当然普通の診察業務は終わっ
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ていますので、宿直の先生が対応していただいたそうです。で、診察はしていただいたんでしょ

うけども、レントゲンも撮っていただくことなく、鎮痛剤でこれを飲ませて様子を見なさいとい

うことで帰したそうです。 

 ところが、帰りましても痛みが一向にとれないという本人の訴えがあり、そして本人の様子を

見た介護士の方、あるいは寮母さんが異変に気がついたということで、すぐいづはら病院に連れ

て行ったそうです。で、いづはら病院では外科の先生がたまたま宿直でおられて、その先生はす

ぐレントゲン技師を呼んでレントゲンを撮ったということです。そうしますと、足の太もものと

ころが骨折をしていたと。その骨折も翌日は手術をしなきゃいけないような骨折の仕方だったら

しいんですよ。 

 私が聞いた話では、中対馬病院の先生が余りにも対応が悪いと批判はできないかもわかりませ

んが、余りにも急患受け入れ体制がなってないんじゃないかという気がするんですよね。例えば

本人が転んで足が痛いと言えば、足のレントゲン撮るなり何なりすぐできることだと私が考えて

も思うわけですけども、それができなかったということを私はお聞きして、非常に残念で、親族

の方から直接話を聞いたときにひとごとではないと思ったんです。で、理事長が対馬にある、市

内の３つの離島医療圏病院の理事長ですし、ぜひ市長に意見を伺って、今後緊急病院としての内

容の充実をさらに図ってほしいということで、もう専決処分されていますけども、関してこのこ

とを市長にお尋ねしたいと思いまして発言をさせていただきました。市長はいろいろ忙しくて病

院あたりにも顔を出す機会も少ないと思いますけども、この辺もやはり改善していただきません

と、今の私たち議会が市民に信頼がないように、病院も信頼がなくなったら本当にお年寄りとい

いますか、島民はどこに信頼を求めていけばいいのか切実な問題ですので、市長の答弁をぜひお

願いしたいと思います。 

○副議長（扇 作エ門君）  市長。 

○市長（松村 良幸君）  御指摘のように、離島医療圏病院というのは五島と対馬にあるんですが、

対馬は中対馬、いづはら、上対馬病院の３つですが、実はおとといでしたか、県下の離島医療圏

病院のどうしようかということで、あり方検討委員会に出たばっかりなんですが、私はちょっと

それをよく熟知してないし、今話聞いて驚いているんですが、今医療過誤とかいろんなことが問

題になっております。だからそういったことのないようにせないかんわけですけれども、経営も

非常に診療報酬も下がってしまっているし、今経営的にも大変な状況ですね。中対馬病院の約

１億円足らず、１億円超えてましたかね、利益が出ていました。いづはら病院もまた同じように

少しそれぐらいのマイナスがありまして、上対馬も、そういう中でどうするかということの中で、

医療過誤の問題もあり方検討会で実はいろいろ話も出たんですが、ちょっとよく実査をして調査

をした上でまた報告したいと思います。そして、今三山議員の御指摘のように、お互い信頼なか
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ったら何もできないんですから、私ども市民協働と言っておりますけど、やっぱり痛みを分かち

合いながらお願いいたしますということで、子や孫の代までまちづくりをしましょうということ

ですが、議会の信頼やら行政の信頼ありません、だからともに信頼を高めるように頑張っていか

ないかんと思いますので、よろしくその点もお願いをいたします。 

○副議長（扇 作エ門君）  三山幸男君。 

○議員（５番 三山 幸男君）  市長がよく精査されて再度お答えいただくということで、ぜひ二

度とこういうことがないように病院の方の対応も、決してそういう先生ばっかりだとは思わない

んですけども、たまたまその先生のいろんな都合もあったかもわかりませんけれども、いずれに

しましても緊急患者というのはいつ発生するかわかりませんし、それに備えて万全の体制をとる

のが緊急病院の宿命だと思ってますので、ぜひ今後二度とこういうことがないように、さらに市

長からも病院の方側に強く申し込んでいただいて、このようなことが二度とないようにお願いを

いたしておきます。 

 以上です。 

○副議長（扇 作エ門君）  ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（扇 作エ門君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（扇 作エ門君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから承認第４号、専決処分の承認を求めることについて（平成１８年度対馬市老人保健特

別会計補正予算（第２号））から承認第９号、専決処分の承認を求めることについて（平成

１８年度対馬市風力発電事業特別会計補正予算（第１号））までの６件を一括して採決します。 

 お諮りします。各案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（扇 作エ門君）  異議なしと認めます。したがって、承認第４号、承認第５号、承認第

６号、承認第７号、承認第８号及び承認第９号は原案のとおり承認されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１３．承認第１０号 

○副議長（扇 作エ門君）  日程第１３、承認第１０号、専決処分の承認を求めることについて

（対馬市立学校教育施設条例の一部を改正する条例について）を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。教育次長、日高一夫君。 

○教育次長（日高 一夫君）  ただいま議題となりました承認第１０号、専決処分の承認を求める
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ことについて、その提案理由及び内容について御説明申し上げます。 

 本案は、対馬市立学校教育施設条例の一部を改正する条例を平成１８年１２月２０日付、専決

第１９号で、地方自治法第１７９条第１項の規定により、専決処分いたしましたので、同条第

３項の規定により報告し、御承認を求めるものであります。 

 対馬市も過疎化及び少子化の進行により、児童生徒は大きく減少いたしており、適正な規模で

の学校運営は大きな課題であります。 

 今回、対馬市立小中学校適正配置統廃合基本計画を平成１８年２月に策定いたしました。久田

小学校内山分校を初めとする豆酘小学校瀬分校、久和小学校、内院小学校の４校は、児童数が

１０名未満の非常に厳しい教育環境にあります。子供たちにとっては、その学年、その年は一生

に一度しかない、かけがえのない時期であります。子供たちのためにも早急に対応する必要があ

ると考え、急を要する第１次計画として、この４校を位置づけ、昨年６月２４日から対象４地区

について教育委員皆様の出席をいただきながら、旧町時代からの経緯また基本計画に定めた複式

学級解消を図るための適正規模を統廃合の基準と示しながら、何よりも子供たちの教育や将来を

考えることを最優先とした統廃合の趣旨説明を行ってまいりました。 

 その結果、対馬市立久田小学校内山分校を久田小学校へ平成１９年から統合することについて

関係地区の合意を得ることができましたので、所要の改正を行うものであります。 

 また、対馬市立北幼稚園の住所表記に誤りがあるため、あわせて改正するものであります。 

 なお、施行期日を平成１９年４月１日と定めております。 

 以上で説明を終わります。よろしく御審議の上、御承認いただきますようお願いいたします。 

○副議長（扇 作エ門君）  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（扇 作エ門君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（扇 作エ門君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから承認第１０号、専決処分の承認を求めることについて（対馬市立学校教育施設条例の

一部を改正する条例について）を採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（扇 作エ門君）  異議なしと認めます。したがって、承認第１０号は原案のとおり承認

されました。 

────────────・────・──────────── 
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日程第１４．承認第１１号 

○副議長（扇 作エ門君）  日程第１４、承認第１１号、専決処分の承認を求めることについて

（長崎県離島医療圏組合規約の変更について）を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。保健部長、阿比留輝雄君。 

○保健部長（阿比留輝雄君）  ただいま議題となりました承認第１１号、専決処分の承認を求める

ことについて、提案理由及び概要を御説明申し上げます。 

 本案は、介護保険法等の一部を改正する法律及び地方自治法の一部を改正する法律の公布によ

って、長崎県離島医療圏組合の規約変更を行うものでございます。 

 平成１８年１２月２０日付で、地方自治法第１７９条第１項の規定により、専決処分させてい

ただきましたので、同条第３項の規定により報告し、承認をお願いするものでございます。 

 第４条は、介護保険法の改正により、病院に併設して行う訪問看護ステーション事業に関する

規定中の条の変更でございます。第６条及び第７条は、組合議会の組織及び選挙の方法について

の規約の規定中の変更で、いずれも「助役」を「副市町長」とする改正でございます。 

 なお、附則で施行期日等を定めております。 

 以上、簡単ですが、提案理由の概要の説明とさせていただきます。よろしく御審議の上、承認

いただきますようお願い申し上げます。 

○副議長（扇 作エ門君）  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（扇 作エ門君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（扇 作エ門君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから承認第１１号、専決処分の承認を求めることについて（長崎県離島医療圏組合規約の

変更について）を採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（扇 作エ門君）  異議なしと認めます。したがって、承認第１１号は原案のとおり承認

されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１５．承認第１２号 

日程第１６．承認第１３号 

日程第１７．承認第１４号 
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日程第１８．承認第１５号 

日程第１９．承認第１６号 

日程第２０．承認第１７号 

日程第２１．承認第１８号 

日程第２２．承認第１９号 

日程第２３．承認第２０号 

○副議長（扇 作エ門君）  日程第１５、承認第１２号、専決処分の承認を求めることについて

（あらたに生じた土地の確認及び字の区域の変更について（小船越地区））から日程第２３、承

認第２０号、専決処分の承認を求めることについて（あらたに生じた土地の確認及び字の区域の

変更について（佐賀地区））までの９件を一括して議題とします。 

 各案について、提案理由の説明を求めます。総務部長、中島均君。 

○総務部長（中島  均君）  ただいま一括議題となりました承認第１２号から承認第２０号の

９件につきまして、提案理由、その内容を御説明申し上げます。 

 本議案は、すべてあらたに生じた土地の確認及び字の区域の変更についてであります。 

 平成１８年１２月２０日付で、地方自治法第１７９条第１項の規定により、専決処分をいたし

ましたので、同条第３項の規定により報告し、御承認を求めるものでございます。 

 また、土地の位置につきましては、議案の末尾に字図を添付し、黒く塗りつぶして表示してお

りますので御参照ください。 

 それでは、内容の御説明をいたします。 

 承認第１２号、鴨居瀬漁港区域内公有水面埋め立てにより、美津島町小船越字在所２４１番

２の地先に４１６.９９平方メートルの土地が新たに生じたので、この土地を字在所に編入する

ものでございます。 

 次に、承認第１３号は、鴨居瀬漁港区域内公有水面埋め立てにより、美津島町小船越字ビシャ

ゴノ浦４１９番３から４５１番３に至る地先に６,８２７.９５平方メートルの土地が新たに生じ

たので、この土地を字ビシャゴノ浦に編入するものでございます。 

 次に、承認第１４号、鴨居瀬漁港区域内公有水面埋め立てにより、美津島町小船越字ビシャゴ

ノ浦４５１番３から４５６番第１に至る地先に１,６１５.５２平方メートルの土地が新たに生じ

たので、この土地を字ビシャゴノ浦に編入するものでございます。 

 次に、承認第１５号、鴨居瀬漁港区域内公有水面埋め立てにより、美津島町小船越字畠浦

５３番２から６０番第２に至る地先に３,４３４.８１平方メートルの土地が新たに生じたので、

この土地を字畠浦に編入するものでございます。 

 承認第１６号、阿須湾漁港区域内公有水面埋め立てにより、厳原町小浦字曲４２６番１から字
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シロギケワダ４２７番に至る地先に４,４１９.３６平方メートルの土地が新たに生じましたので、

この土地を字曲に編入するものでございます。 

 承認第１７号は、阿須湾漁港区域内公有水面埋め立てにより、厳原町南室字在所２１２番３か

ら字南室島２３３番１に至る地先に６７１.１８平方メートルの土地が新たに生じましたので、

この土地をＡ区域については字在所、Ｂ区域については字南室島にそれぞれ編入するものでござ

います。 

 承認第１８号、阿須湾漁港区域内公有水面埋め立てにより、厳原町曲字曲５１番２から小浦字

曲４２６番１に至る地先に４,８３１.０５平方メートルの土地が新たに生じましたので、この土

地を曲字曲地先は字曲に、及び小浦字曲地先は字曲に編入するものでございます。 

 承認第１９号は、豆酘漁港区域内公有水面埋め立てにより、厳原町豆酘字板ノ形１３１番から

１５１番に至る地先に３,５４０.３８平方メートルの土地が新たに生じましたので、この土地を

字板ノ形に編入するものでございます。 

 承認第２０号は、佐賀漁港区域内公有水面埋め立てにより、峰町佐賀字シナエ７４５番３地先

に１,７９９.８８平方メートルの土地が新たに生じましたので、この土地を字シナエに編入する

ものでございます。 

 以上、簡単ではございますが説明を終わります。よろしく御審議の上、御承認くださいますよ

うお願いいたします。 

○副議長（扇 作エ門君）  これから各案に対する一括質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（扇 作エ門君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（扇 作エ門君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから承認第１２号、専決処分の承認を求めることについて（あらたに生じた土地の確認及

び字の区域の変更について（小船越地区））から承認第２０号、専決処分の承認を求めることに

ついて（あらたに生じた土地の確認及び字の区域の変更について（佐賀地区））までの９件を一

括して採決します。 

 お諮りします。各案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（扇 作エ門君）  異議なしと認めます。したがって、承認第１２号、承認第１３号、承

認第１４号、承認第１５号、承認第１６号、承認第１７号、承認第１８号、承認第１９号及び承

認第２０号は原案のとおり承認されました。 
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────────────・────・──────────── 

日程第２４．承認第２１号 

日程第２５．承認第２２号 

○副議長（扇 作エ門君）  日程第２４、承認第２１号、専決処分の承認を求めることについて

（漁港区域内公有水面の埋立てについて（千尋藻漁港））から日程第２５、承認第２２号、専決

処分の承認を求めることについて（漁港区域内公有水面の埋立てについて（鰐ノ浦漁港））まで

の２件を一括して議題とします。 

 各案について、提案理由の説明を求めます。建設部長、清水達明君。 

○建設部長（清水 達明君）  ただいま一括して上程されました承認第２１号から承認第２２号の

専決処分の承認を求めることについての提案理由を御説明申し上げます。 

 ２議案ともに市が事業主体で整備を進めております千尋藻漁港及び鰐ノ浦漁港地域基盤整備工

事に伴います公有水面埋立免許出願にかかわる意見につきまして、異議のない旨、長崎県知事に

答申するため、平成１８年１２月２０日付で、地方自治法第１７９条第１項の規定により、専決

処分をいたしましたので、同法第３項の規定により議会に御報告し、御承認をお願いするもので

ございます。 

 まず、承認第２１号の千尋藻漁港区域内公有水面の埋め立てについてでございますが、埋め立

ての必要性については、別紙に埋立必要理由書を添付いたしておりますとおり、第１種千尋藻漁

港区域内の鑓川地区に船揚げ場を新たに整備するもので、埋め立て実面積は４６３.２６平方

メートルでございます。 

 次に、承認第２２号をお願いいたします。承認第２２号は、鰐ノ浦漁港区域内公有水面の埋め

立てについてでございます。 

 本案もその埋め立ての必要性につきましては別紙に埋立必要理由書を添付しておりますとおり、

第１種鰐ノ浦漁港区域内の既設道路の改修整備が必要でございますので、改修整備のための埋立

実面積１,１５３.３８平方メートルを埋め立てるものでございます。 

 なお、埋め立ての位置及び区域につきましては、両議案とも議案末尾に位置図及び平面図を添

付し、赤で着色表示しておりますので御参照願います。 

 以上、簡単でございますが提案理由でございます。よろしく御審議の上、御決定賜りますよう

お願い申し上げます。 

○副議長（扇 作エ門君）  これから各案に対する一括質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（扇 作エ門君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（扇 作エ門君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから承認第２１号、専決処分の承認を求めることについて（漁港区域内公有水面の埋立て

について（千尋藻漁港））から、承認第２２号、専決処分の承認を求めることについて（漁港区

域内公有水面の埋立てについて（鰐ノ浦漁港））までの２件を一括して採決します。 

 お諮りします。各案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（扇 作エ門君）  異議なしと認めます。したがって、承認第２１号及び承認第２２号は

原案のとおり承認されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２６．承認第２３号 

○副議長（扇 作エ門君）  日程第２６、承認第２３号、専決処分の承認を求めることについて

（財産取得契約の締結について（対馬市移動通信用鉄塔施設電気通信設備備品））を議題としま

す。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。政策部長、松原敬行君。 

○政策部長（松原 敬行君）  承認第２３号、専決処分第３２号、財産取得契約の締結について

（対馬市移動通信用鉄塔施設電気通信設備備品）を平成１８年１２月２０日付をもって地方自治

法第１７９条第１項の規定により専決処分いたしましたので、同条第３項の規定により報告し、

承認を求めるものであります。 

 本件は、本年度上対馬町芦見、一重、小鹿及び峰町志越の４地区に携帯電話の通話が可能とな

る移動通信用鉄塔施設の整備を進めているところでありますが、この４つの基地局に収納設置し

ます電気通信設備備品の取得契約の締結であります。 

 今回の４基地局の整備に伴う電気通信事業者の事業参入は株式会社ＮＴＴドコモ九州のみであ

ります。 

 契約の方法としましては、購入する備品が特許権、著作権等にかかわる特殊な電気通信の設備

備品であることに加えまして、契約の目的物が特定のものでなければ納入することができないも

のであるために、地方自治法施行令第１６７条の２第１項第２号の規定により随意契約といたし

ております。 

 それでは、契約の内容について御説明いたします。 

 契約額は２,７２３万７,０００円。契約の相手方は株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ九州、

代表取締役社長井上登氏。契約日は平成１８年１２月２０日であります。備品の内容につきまし

ては、別紙参考資料に記載しておりますように４つの基地局に無線設備、電源設備、アンテナ設
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備等、中継局としての機能を果たすための電気通信設備機器であります。納入期限につきまして

は、平成１９年３月２６日限りといたしております。 

 以上が、専決処分をいたしました財産取得契約の概要であります。何とぞよろしく御承認のほ

どお願い申し上げます。 

○副議長（扇 作エ門君）  これから本案に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（扇 作エ門君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（扇 作エ門君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから承認第２３号、専決処分の承認を求めることについて（財産取得契約の締結について

（対馬市移動通信用鉄塔施設電気通信設備備品））を採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（扇 作エ門君）  異議なしと認めます。したがって、承認第２３号は原案のとおり承認

されました。（「議長、休憩お願いします」と呼ぶ者あり） 

 暫時休憩します。ただいまから全員協議会を開催しますので、議員控室にお集まりください。 

午後３時35分休憩 

……………………………………………………………………………… 

〔全員協議会〕 

……………………………………………………………………………… 

午後５時28分再開 

○副議長（扇 作エ門君）  再開いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２７．長崎県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙について 

○副議長（扇 作エ門君）  日程第２７、長崎県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙について

を議題とします。 

 長崎県後期高齢者医療広域連合規約第８条第２項の規定に基づき、対馬市の議員の数は１人と

なっております。 

 お諮りします。選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定によって、指名推

選にしたいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○副議長（扇 作エ門君）  異議なしと認めます。したがって、選挙の方法は指名推選で行うこと

に決定しました。 

 お諮りします。指名の方法については議長が指名することにしたいと思います。御異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（扇 作エ門君）  異議なしと認めます。したがって、議長が指名することに決定しまし

た。 

 長崎県後期高齢者医療広域連合議会議員に三山幸男君を指名します。 

 お諮りします。ただいま指名しました三山幸男君を長崎県後期高齢者医療広域連合議会議員の

当選人と定めることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（扇 作エ門君）  異議なしと認めます。したがって、三山幸男君が長崎県後期高齢者医

療広域連合議会議員に当選されました。 

 ただいま長崎県後期高齢者医療広域連合議会議員に当選されました三山幸男君が議場におられ

ます。会議規則第３２条第２項の規定によって、当選の告知をします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２８．議会運営委員の辞任について 

○副議長（扇 作エ門君）  日程第２８、議会運営委員の辞任についてを議題とします。 

 地方自治法第１１７条の規定によって、宮原五男君の退場を求めます。 

〔宮原五男君 退場〕 

○副議長（扇 作エ門君）  平成１８年１２月６日、宮原五男君から、平成１８年対馬市第３回定

例会最終日（９月２８日）の辞任勧告決議を真摯に受けとめることを理由に議会運営委員を辞任

したいとの申し出がありました。 

 お諮りします。本件は申し出のとおり辞任を許可することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（扇 作エ門君）  異議なしと認めます。したがって、宮原五男君の議会運営委員の辞任

を許可することに決定しました。 

 暫時休憩します。 

午後５時32分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後５時32分再開 

────────────・────・──────────── 
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日程第２９．発議第１号 

○副議長（扇 作エ門君）  日程第２９、発議第１号、議員資格決定要求についてを議題とします。 

 大部初幸君外１２名から波田政和君に対する資格決定要求書が証拠書類とともに提出されてい

ます。その写しをお手元に配付いたしております。 

 本件について、提出者の提案理由の説明を求めます。１４番、大部初幸君。 

○議員（１４番 大部 初幸君）  発議第１号、対馬市議会議長波田政和様、提出者、対馬市議会

議員大部初幸、賛成者、対馬市議会議員武本哲勇、同、畑島孝吉、同、扇作エ門、同、宮原五男、

同、阿比留光雄、同、作元義文、同、大浦孝司、同、桐谷正義、同、初村久藏、同、吉見優子、

同桐谷徹、同、永留邦次。 

 資格決定要求書、次の議員が地方自治法第９２条の２の規定に該当するかどうかについて、同

法第１２７条第１項の規定により決定されるよう別紙「証拠書類」を添え、会議規則第１４２条

の規定により要求します。 

 記。議員の氏名、波田政和。理由、波田政和議員については、有限会社マルハ運輸に関する地

方自治法第９２条の２を根拠とする公職選挙法第１０４条違反の疑い及び有限会社マルハの実質

的な経営者ではないかとする地方自治法第９２条の２の規定に抵触する疑い濃厚として、資格決

定要求書を提出するものであります。 

 有限会社マルハ運輸は、対馬市の一般廃棄物の処理に係る北部中継所及び中部中継所から対馬

クリーンセンターまでの運搬業務を受注し、平成１７年３月３１日付で運搬業務委託契約書が締

結されたところであります。平成２２年３月３１日まで、５カ年間の継続的随意契約が保障され

ています。 

 当初の対馬市との契約は、有限会社マルハ運輸の代表取締役である波田政和氏との間で交わさ

れておりましたが、平成１７年５月２２日に執行された対馬市議会議員選挙に立候補し当選、そ

の契約を継続すれば法の規定による議員資格を問われかねず、平成１７年６月２１日、有限会社

マルハ運輸の代表取締役を退任し、代表者の変更届がなされたものと思われます。 

 公職選挙法第１０４条では、議員または長の選挙における当選人で、当該地方公共団体に対し、

地方自治法第９２条の２または第１４２条に規定する関係を有する者は選挙管理委員会に対し、

当選の告知を受けた日から５日以内にこれらの条文に規定する関係を有しなくなった旨の届け出

をしないときは、当選を失う旨規定されているところであります。 

 次に、有限会社マルハの実質的な経営者ではないかということについてであります。同社につ

いても同議員が創業し、最近においてはその妻が平成１７年６月２１日まで代表取締役に就任し

ていたところであります。同社の事務所は同議員所有の住居内にあり、社会的に創業者である同

議員と同社が無関係であるとはいいがたく、以下のようなことからも明らかであります。 



- 44 - 

 平成１７年９月８日執行された林道安神大米線工事における入札に際して談合が発覚し、告発

されたところであります。また平成１８年５月１５日の議長選挙に際し、同僚議員への公共事業

からの撤退を約束する行為・言動などは、みずから実質的な経営者であることを証明するもので

あり、地方自治法第９２条の２に規定する実質的な経営者であることは疑う余地のないところで

あります。 

 地方自治法第９２条の２は、議員は「当該地方公共団体に対し請負をする者及びその支配人ま

たは主として同一の行為をする法人の無限責任社員、取締役、執行役もしくは監査役もしくはこ

れらに準ずべき者、支配人及び精算人たることはできない」こととされています。 

 このような公職選挙法第１０４条及び地方自治法第９２条の２の立法の趣旨は、議員及び長が

所属する地方公共団体に対して立場や権利を利用して、公平・公正な行政運営、議会における公

正な議事の運営や議決権の行使を阻害し、自己の利益のために利用するおそれがあることから、

これを未然に防止しようとするところであります。 

 波田政和議員が有限会社マルハ運輸、有限会社マルハの役員を退任したとはいえ、実質的な経

営者であることは否定できず、地方自治法及び公職選挙法いずれの規定にも違反もしくは抵触す

る疑い濃厚であり、その証拠書類を添え議員資格決定要求書を提出するものであります。 

 証拠書類、有限会社マルハ及び有限会社マルハ運輸の登記簿謄本の写し、有限会社マルハ運輸

と市の「一般廃棄物運搬業務委託」契約書の写し、有限会社マルハの林道安神大米線開設工事に

係る談合告発書の写し、議員の住居及び議員所有の土地建物の登記簿謄本の写し、波田政和議員

の発言に関する証言記録を添付しております。 

 以上で、資格決定要求書を提出しておるところでございます。各同僚議員の御理解、御協力を

賜りますようお願いいたします。 

○副議長（扇 作エ門君）  これから質疑を行います。質疑はありませんか。５番、三山幸男君。 

○議員（５番 三山 幸男君）  提案書に２点お尋ねをいたします。 

 まず１点目に、理由書の２ページ、１３行目に書いてありますように、社会的には創業者であ

る同議員と同社が無関係であるとはいいがたく、以下のようなことが明らかですということにな

っていますけども、この議会内にも同じような人がいらっしゃるんじゃないかという気がいたし

ます。これが１点目。 

 で、２点目に、１２月６日の定例会の折に大部議員が議会開会前に言われました、例えば議会

で決まったことが守れんような議長のもとでは審議には応じられないということは、皆さん御承

知のとおりだと思います。その中で、中原議員にもやめてもらうというようなお話が出ましたが、

今そのお気持ちはどのような考えを持っているか、２点お尋ねをいたします。 

○副議長（扇 作エ門君）  大部初幸君。 
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○議員（１４番 大部 初幸君）  まず、１点目の社会的には創業者である同議員と同社が無関係

であるとはいいがたく、以下のようなことからも明らかですという説明をしました。 

 今説明したとおり、特別委員会なりを設置してもらって、詳細なことは今から明確にしていき

たいと思います。この場でいろんなことを言ってまた語弊が出てもいけませんので、そのような

順序で行きたいと思います。 

 それから、中原議員に関しましては、当初言われたとおり、今でも気持ちは変わっておりませ

ん。 

○副議長（扇 作エ門君）  三山幸男君。 

○議員（５番 三山 幸男君）  提案者から説明を伺いまして、私もそのとおりにしてほしいと思

っています。 

 やはり議会で決まったことが守れないような議会では、議会の機能を果たしていないと思いま

すので、これからも今質問にお答えいただいたことを十二分に考慮していただいて、私は決して

波田政和議員を擁護するようなことは一切思っておりません。もし資格審査で不正があれば、事

実があれば、そのとおりに私も判断させていただくつもりにしていますので、波田議員だけでな

く、もし同僚議員の中でそういうことに抵触をされる可能性があれば、そういう人も含めて十二

分な審査をお願いをいたします。 

 以上です。 

○副議長（扇 作エ門君）  ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（扇 作エ門君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 波田政和君から自己の資格について弁明したいとの申し出があります。これを許します。波田

政和君の入場を許します。 

〔２６番 波田 政和君 入場〕 

○副議長（扇 作エ門君）  暫時休憩します。 

午後５時46分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後５時47分再開 

○副議長（扇 作エ門君）  再開します。 

 波田政和君に資格について弁明を許します。──波田政和君。 

○議員（２６番 波田 政和君）  それでは、本日朝からの議事日程を進行することができなかっ

たことに対し、市民皆様に深くおわびを申し上げます。 

 資格決定要求による弁明の機会を与えていただきましたから弁明します。 
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 本題に入る前に、議員各位がそれほどまでに順法意識をお持ちで、その内容ではなく形式的か

つ文理上の文言解釈だけで議員の資格を剥奪すべきだと主張されるほどの根拠と自信がおありな

のかと思わずにはおれません。 

 理由書を拝見しますと、２年前の約１カ月間を指していると思います。１３名の委員さんは近

日気づかれたことと思います。確かに、対馬市と当時私が一般人のときに、確かに有限マルハ運

輸という会社の代表取締役をしておりました。そういう中で、対馬市との契約でごみの運搬事業

の契約をさせていただきました。この契約は、個人契約と法人契約とあるわけでございますが、

この契約は法人会社が契約をしておったのが事実であります。そういった意味から、その後に市

議会選挙がありまして、その選挙の中で私も立候補し、何とか当選の栄誉を与えていただいたわ

けですけども。ここで、理由書にもありますように、マルハ運輸の取締役を退任し、代表者が変

更されたものというように記載してありますが、ここで一つお願いしたいのは、皆様も会社を経

営したことがある方もおらっしゃると思いますので、つけ加えさせていただきますが、会社とい

うのはその会社の決算があったり確定申告があったり、まあ引いては役員総会というような形に

なって会社というのは運営されておると思います。そういった中で、指摘されますように約１カ

月間のダブりがあるんじゃないかということに対しては、５月の１０日の段階で、私ども当時運

送会社をしている手前、毎月１回の定時総会というのをやっております。それは毎月１０日であ

ります。それはどういうことかと言いますと、１０日に企業は給料というような形でこの日に支

給するようにしております。そういった意味から、この日に全員集まるということで、この定例

会のときに社長辞任のあいさつはしております。これを証明できるものはと言われましても、自

分の身内でありますので、それはこの場で証言はできないと思っておりますけども、社内規程で

そういうふうになっております。そういった意味合いから、なぜそしたら会社の登記上を変更な

されてなかったのかという話になると思いますが、それは先ほど申しますように、決算期を迎え

て総会の中で、まあ事務的ミスとも言ったらいいのか、そんなに重要視、考えてなかったという

ような解釈かなあと思っております。 

 そういった流れの中で、ここで言う公職選挙法１０４条に触れるんじゃないかという指摘もあ

ります。先ほど申しますように、公職選挙法、自治法の９２条の２項に関したら、兼業するから、

兼業しているから公職選挙法に触れるんだという解釈になると思いますけども、この１０４条で

言うその５日以内に選管に届出をする義務があるじゃないかという文言になりますが、私のとら

え方は９２条に抵触してなかったとするならば、１０４条には必然的に抵触しないんだという考

えを今も持っております。そういった意味から、９２条の２項はどういった内容かということに

なります。単純に言えば、その法人会社がどれほど対馬市と全体の売り上げがなされているのか

ということが基準になると思われますけども、全国の例から言いましても、基本的にその法人の
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売上の５０％が一つの目安なのかということで、９２条を第１基準と第２基準に分けてあります。

これは、第１基準は５０％を一つのライン、第２基準はそこまで行かなかったとしても、その法

人の主要部分がその会社にとってほとんどを占めているということと連動して、その内容そのも

のが、ここで言います対馬市市長が職務を遂行する中で、非常に影響があると判断されるかされ

ないかということになってくると思います。そういった中で、この会社は、まあ後日資料として

提出させていただきますけども、決算書ベースで１６年度は０円、対馬市とはです。１７年度に

３４％、１８年度に３５％です。これは、経営審査、いろいろ指名審査を受けておりますので、

ここに虚偽の記載はできないものと思っております。だから、また後日しっかりここは見ていた

だきたいと思っております。そういった意味から、９２条の１項にも──（済みません）第１基

準にも第２基準にも該当しないということから、５日以内の報告はしていなかったということに

なります。 

 それから、次に、実質的な経営者ではないかと。確かに、私は実質的な経営者と言われても仕

方ありませんが、経営者というよりも創業者と言っていただきたいと思います。経営者というの

は、直接業を営んどる会社かと思いますけども、この会社ちゅうのは役員も私だけではなくてい

ろんな方が、その時々によってかわられております。そして、実質経営者、私は創業者として皆

さんにお願いしたいんですけども、創業者として実質の社長に対して、その会社に対して心配す

るのは当たり前の話であって、だからといって私は法を犯しているとかいう思いはありません。

次に、また１７年あたりの林道安神線で談合があったないとかいうような話も参考資料になって

おりますけども、このこととは別に余り関係ないことじゃないかなと思っております。そういう

事実があったというのは、私も当時は理解しておりますが、ここで言わんとすることちゅうのは、

あなたがかかっているんじゃないかとかいうような告発文書ですから、私はそういうことはあり

ませんということでかえさせてもらいます。 

 それと、同僚議員へ公共事業から撤退するとかいろいろな行動なり言動なりしたと添付資料に

ありますが、言葉ですから、いずれにしても取りようではどんな取り方もできると思います。だ

からといって、ここで言う経営者であったり創業者であったりしても、人として自分の会社を思

う気持ち、つくった会社を思う気持ちちゅうのはわかっていただけないのかなあと思います。 

 それと、何ていいますか、添付資料の中に、要はいろいろな今までの経緯を見て、１００条の

ときも人の話はできるかというような指摘もあってますけども、その都度その都度、やっぱり議

会でやることですから一生懸命やりながらやってきた結果だと私は思っております。それと同時

に、１０４条に触れて９２の２に触れるということで、自分の立場とかいろいろな職権とか運営

について影響があるような話を、ここにも書いてありますけども、影響があるような議員さんお

られますか、ここに２６人おりますが、今まで過去にそんなことやった人もおらんはずです。そ
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ういうことができるはずでもないし。何でこんな話させてもらうかと言いますと、確かに個人の

ときに法人会社で契約しましたけども、対馬市との何にも契約も変わっておりません。まあ、そ

れは後日提出しますけども、何ら数字が変わるわけでもないし、その件に関して市の執行を妨げ

るようなこと話もしたことありません。余りこの辺が、議員になったからといって何もできるは

ずがないということは皆さんが一番よく知っているんじゃないかなあと、私なりに思っておりま

す。そういった意味で、また別の機会に、私が執行権者に対して何かそういったことで影響ある

のかと、別の機会に尋ねたいと思っております。 

 以上のことから、その理由書を拝見して、私なりに感じたことですけども、要するに私の解釈

は、９２条の解釈は、皆さんの解釈と違うのは、私は当時も個人企業で契約していません。法人

会社であったちゅうことです。これが一番じゃないかなというふうな感じでずっと来ております。

また、皆さんが必要となされるなら、内部資料をうそ偽りなく提出させていただきますので、十

分検討していただいて、この議会で私の資格決定を決めていただきたいと、そう思っております

ので、よろしくお願いしときます。どうも御迷惑かけました。 

○副議長（扇 作エ門君）  波田政和君の退場を求めます。 

〔２６番 波田 政和君 退場〕 

○副議長（扇 作エ門君）  お諮りします。議員の資格決定については、会議規則第１４３条の規

定によって、委員会の付託を省略することができないことになっています。したがって、委員会

条例第７条の規定によって、８人の委員で構成する資格審査特別委員会を設置し、これに付託す

ることにしたいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（扇 作エ門君）  異議なしと認めます。したがって、本件は資格審査特別委員会に付託

することに決定しました。 

 お諮りします。資格審査特別委員会の委員の選任については、委員会条例第８条第１項の規定

により、武本哲勇君、初村久藏君、阿比留光雄君、永留邦次君、大浦孝司君、宮原五男君、大部

初幸君、桐谷徹君を指名したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（扇 作エ門君）  異議なしと認めます。したがって、資格審査特別委員会の委員は、武

本哲勇君、初村久藏君、阿比留光雄君、永留邦次君、大浦孝司君、宮原五男君、大部初幸君、桐

谷徹君に決定しました。 

 暫時休憩します。 

 ただいまから、資格審査特別委員会を開催いたしますので、会議室にお願いいたします。 

午後６時04分休憩 
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……………………………………………………………………………… 

午後６時04分再開 

○副議長（扇 作エ門君）  再開します。 

 ただいま、資格審査特別委員長及び副委員長が決定した旨、通知を受けたので報告します。 

 委員長に、大部初幸君、副委員長に、阿比留光雄君、以上のとおりです。 

 暫時休憩します。 

午後６時05分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後６時12分再開 

○副議長（扇 作エ門君）  再開します。 

 お諮りします。各議員に配付のとおり急施事件と認め、追加議事日程として議題とすることに

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（扇 作エ門君）  異議なしと認めます。したがって、議事日程に追加して議題とするこ

とに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

追加日程第１．議会運営委員の選任について 

○副議長（扇 作エ門君）  追加日程第１、議会運営委員の選任についてを議題とします。 

 お諮りします。議会運営委員の選任については、委員会条例第８条第１項の規定によって、島

居邦嗣君を指名したいと思います。異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（扇 作エ門君）  異議なしと認めます。したがって、島居邦嗣君を議会運営委員に選任

することに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

追加日程第２．議席の一部変更について 

○副議長（扇 作エ門君）  追加日程第２、議席の一部変更についてを議題とします。 

 副議長の選挙に伴い、会議規則第４条第３項の規定によって、議席の一部を変更いたします。 

 変更する議席は、お手元に配付いたしました議席表のとおり一部変更いたします。御異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（扇 作エ門君）  異議なしと認めます。したがって、議席の一部を変更することに決定

しました。 
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 ただいま決定しました議席は、次回議会からお着き願います。 

────────────・────・──────────── 

追加日程第３．発議第２号 

○副議長（扇 作エ門君）  追加日程第３、発議第２号、議員の資格決定要求の調査に関する決議

（案）についてを議題とします。 

 本案について提出者の提案理由の説明を求めます。大部初幸君。 

○議員（１４番 大部 初幸君）  発議第２号、対馬市議会議長、波田政和様、提出者、対馬市議

会議員大部初幸、賛成者、対馬市議会議員武本哲勇、同、大浦孝司、同、宮原五男、同、桐谷徹、

同、初村久藏、同、阿比留光雄、同、永留邦次。 

 議員の資格決定要求の調査に関する決議（案）、地方自治法第１００条第１項の規定により、

次のとおり議員資格決定の事務に関する調査を行うものとする。 

 １、調査事項、対馬市議会議員波田政和君の資格決定に関する事項。 

 ２、特別委員会の設置、本調査は、地方自治法第１１０条及び対馬市議会委員会条例第７条の

規定により、委員８名で構成する「資格審査特別委員会」にこれを付託して行う。 

 ３、調査権限、本議会は、１に掲げる事項の調査を行うため、地方自治法第１００条第１項及

び同法第９８条第１項の権限を「資格審査特別委員会」に委任する。 

 ４、調査期限、資格審査特別委員会は、１に掲げる調査が終了するまで閉会中もなお調査を行

うことができる。 

 ５、調査経費、本調査に要する経費は３０万円以内とする。 

 ６、理由、対馬市議会議員波田政和君に対し、地方自治法第９２条の２の規定による兼業の禁

止に関する資格決定要求書が提出された。これにより設置された資格審査特別委員会における正

確な記録の収集、関係人の出頭及び証言を得ることによる公平・公正な審査を確保するため、地

方自治法第１００条第１項及び同法第９８条第１項の権限を資格審査特別委員会に委任しようと

するものであります。 

 どうぞ御理解のほどよろしくお願いいたします。 

○副議長（扇 作エ門君）  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（扇 作エ門君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（扇 作エ門君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから、発議第２号、議員の資格決定要求の調査に関する決議（案）についてを採決します。 



- 51 - 

 この採決は起立によって行います。本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求

めます。 

〔賛成者起立〕 

○副議長（扇 作エ門君）  起立多数であります。したがって、発議第２号は可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．仮議長の選任を議長に委任することについて 

○副議長（扇 作エ門君）  日程第４、仮議長の選任を議長に委任するの件を議題とします。 

 お諮りします。扇作エ門副議長が議会運営委員を辞任するため、地方自治法第１０６条第３項

の規定により仮議長の選任を議長に委任願いたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（扇 作エ門君）  御異議なしと認めます。よって、仮議長の選任を議長に委任すること

に決定いたしました。 

 それでは、本日の仮議長に武本哲勇君を指名いたします。 

○仮議長（武本 哲勇君）  仮議長に選任されました武本です。では、引き続き審議を続けたいと

思います。 

────────────・────・──────────── 

追加日程第５．議会運営委員の辞任について 

○仮議長（武本 哲勇君）  追加日程第５、議会運営委員の辞任についてを議題といたします。 

 地方自治法第１１７条の規定によって、扇作エ門君の退場を求めます。 

〔２５番 扇 作エ門君 退場〕 

○仮議長（武本 哲勇君）  休憩いたします。 

午後６時21分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後６時21分再開 

○仮議長（武本 哲勇君）  再開いたします。 

 平成１９年１月３１日、扇作エ門君から副議長に就任したことを理由に議会運営委員を辞任し

たいとの申し出がありました。 

 お諮りいたします。本件は、申し出のとおり辞任を許可することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○仮議長（武本 哲勇君）  異議なしと認めます。したがって、扇作エ門君の議会運営委員の辞任

を許可することに決定しました。 

 暫時休憩いたします。 



- 52 - 

午後６時22分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後６時24分再開 

○副議長（扇 作エ門君）  再開します。 

 お諮りします。各議員に配付のとおり、急施事件と認め追加議事日程として議題とすることに

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（扇 作エ門君）  異議なしと認めます。したがって、議事日程に追加して議題とするこ

とに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

追加日程第６．議会運営委員の選任について 

○副議長（扇 作エ門君）  追加日程第６、議会運営委員の選任についてを議題とします。 

 お諮りします。議会運営委員の選任については、委員会条例第８条第１項の規定によって、桐

谷正義君を指名したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（扇 作エ門君）  異議なしと認めます。したがって、桐谷正義君を議会運営委員に選任

することに決定しました。 

 暫時休憩します。 

 議会運営委員会を会議室で開催しますので、よろしくお願いします。 

午後６時25分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後６時26分再開 

○副議長（扇 作エ門君）  再開します。 

 議会運営委員会の委員長及び副委員長が決定した旨、通知を受けましたので報告します。 

 委員長に、桐谷徹君、副委員長に、阿比留光雄君、以上のとおりです。 

 お諮りします。今議会における議決の結果、条項、字句、数字、その他において整理を要する

ものがあるのではないかと思料されます。その整理権を会議規則第４３条の規定によって議長に

委任願います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（扇 作エ門君）  異議なしと認めます。したがって、整理権を議長に委任することに決

定しました。 

────────────・────・──────────── 
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○副議長（扇 作エ門君）  以上で、本日の議事日程は全部終了しました。 

 市長よりあいさつの申し出があっておりますので、お受けいたします。市長。 

○市長（松村 良幸君）  閉会に当たりまして、一言お礼のごあいさつを申し上げたいと思います。 

 本日は、御提案を申し上げました案件につきまして、すべて御承認を賜りまことにありがとう

ございます。本臨時会でいただきました御意見等は十分に私どもが行政に反映できますよう、ま

た予算の執行におきましても遺漏なきよう、適正・適切な事務処理に努めてまいる所存でありま

す。 

 本日は新しく副議長さん、議会運営委員さんの選任もされたようでございます。議員職位に新

しい議会体制のもとで、市の現況もよく認識されておると思います。今私どももまさに血道をく

ぐっての状況でございますが、時間外手当も１６年１割、１７年２割、１８年７割ということで、

時間外の仕事ができません。税の徴収というのはもう御承知のとおり昼は共稼ぎできません。し

たがって、１３時３０分が５つのフレックスタイムの出勤に分けております。午後１時３０分に

出勤、１０時半までの。こういったことで、またいろんな、職員の方もいろんなことで、今いろ

んな検討をいたしております。議会も大変事情がおありですし、いろんな点もあろうかと思いま

すが、どうかひとつ車の両輪のよう、是々非々でひとつ、我々、私もそうですが、皆さん同様戦

場でありますので、言葉じゃなしに魂で、心で、どうするかということをひとつよろしくお願い

をいたしまして、閉会のごあいさつにさせていただきます。本当にこれからも御指導、御協力、

在職している限りはどうぞよろしくお願いいたしまして、ごあいさつにかえさせていただきます。

どうもありがとうございました。 

○副議長（扇 作エ門君）  会議を閉じます。平成１９年第１回対馬市議会臨時会を閉会します。

本当に大変お疲れさまでございました。 

午後６時30分閉会 

────────────────────────────── 
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